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報

南小学校 さくら図書館を紹介 P3

P28

P31

P10第6回 愛知県市町村対抗駅伝参加者募集

まちの話題

Be Ambitious 荻原 愛さん

P4国民健康保険
後期高齢者医療加入の皆さんへお知らせ

憩いの四季へ感謝状ほか

ゴルフと歴史が好きです

シリーズ 学校図書館 第一弾
役場南の田んぼで、南・中・西・北保育園の年
長園児が田植えをおこないました

大口町は、平成24年に町制50周年を迎えます

昔も現在
い ま

も未来もずっと
愛があふれる みんなの大口
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日 月 火 水 木 金 土
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江口医院

神尾外科

栄徳医院 やまだクリニック

大川外科
胃腸科クリニック

みずの整形外科

・健康相談（15）
・口腔相談（15）

・骨密度測定（13）
・乳がん検診MMG（12）

・イイこと探しのススメ（10）
・普通救命講習会（16）
・なつやすみおはなし会（23）

・10か月児健診（15）
・歩く健康のつどい（15）
・しなやかお達者の会豊田（15）
・南・中保園庭開放（21）

・心配ごと相談（24）

・休日納税相談（4） ・健康相談（15）
・口腔相談（15）

・子育て相談室（15）
・親子ふれあい広場（27）

・4か月児健診（15）
・家庭児童相談（24）
・登記相談（24）
・心配ごと相談（24）

・健康相談（15）
・口腔相談（15）
・ひだまりの会（15）

・プール祭り（11）

・子育て相談室（15）
・西保園庭開放（21）
・親子ふれあい広場（27）

・遺跡を歩こう（19）
・キルト教室（25）

・1歳6か月児健診（15）
・しなやかお達者の会余野（15）
・消費生活相談（24）
・ワークセンター説明会（27）

・胃がん検診（12）
・子宮がん検診（12）
・乳がん検診超音波（12）
・母子健康手帳交付説明会（15）
・南・中・西・北保園庭開放（21）
・法律相談（24）

・歯科健診（15）
・らくらく離乳食教室（15）
・心配ごと相談（24）
・多重債務者相談（24）

・前立腺がん検診（12）
・健康相談（15）
・口腔相談（15）
・さくら大学（24）

・おいしい！イタリア発見！（9）
・本・雑誌のリサイクル（23）

・BCG（13）
・健康相談（15）
・口腔相談（15）
・ひだまりの会（15）

・しなやかお達者の会余野（15）
・北保園庭開放（21）
・消費生活相談（24）

・子宮がん検診（12）
・母子健康手帳交付説明会（15）

・3歳児健診（15）
・心配ごと相談（24）

・歩く健康のつどい（15）
・しなやかお達者の会豊田（15）

・盆踊り講習会（25）
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※（ ）内はページ数です ※児童センターの行事予定については「児童センターだより」をご覧ください

税務課収納窓口の延長 22日（金）午後7時まで
開設 3日（日）、24日（日）午前10時から午後2時

●固定資産税（2期）●国民健康保険税（3期）
●下水道受益者負担金（前納・1期）
●介護保険料（3期）●後期高齢者医療保険料（1期）

納期限：8月1日（月）

携帯電話からの登録方法
携帯電話から下記メールアドレスへ空メールをお送り

ください。送信された携帯電話のメールアドレスあてに
「本登録」の手順をご案内します。

oguchi@entry.mail-dpt.jp

※QRコードを使用できる機種をお持
ちの方は右のQRコードをお使いく
ださい。

あなたのお手元に災害時の緊急情報をお知らせする！

あんしん・安全ねっとあんしん・安全ねっと
防災・防犯メール配信サービス

戸籍保険課
窓口延長日

13日（水）
27日（水）午後7時まで

業務内容：住民票、印鑑登録証明
戸籍証明書（謄本、抄本のみ）の発行、印鑑登録事務

月 日 病院・医院名 電 話

7月3日 神尾外科 93-0137

10日 江口医院 93-2626

17日 栄徳医院 93-7068

18日 やまだクリニック 94-1333

24日 大川外科胃腸科クリニック 92-3155

31日 みずの整形外科 94-2210



大
口
南
小
学
校

さ
く
ら
図
書
館

読
書
活
動
は
、
子
ど
も
が
言
葉
を
学
び
、
感
性
を
磨
き
、
表
現
力
を
高
め
、
創
造
力
を
豊
か
な

も
の
に
し
、
人
生
を
よ
り
深
く
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
う
え
で
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
で
す
。
大
口
町
の
各
小
中
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書
活
動
推
進
の
た
め
、
い
ろ
い

ろ
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
月
は
大
口
南
小
学
校
の
図
書
館
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

２
か
所
の
ド
ア
は
い
つ
も
あ
け
た
ま
ま
、

す
り
ガ
ラ
ス
だ
っ
た
窓
を
透
明
ア
ク
リ
ル
板

に
変
え
、
棚
も
低
く
す
る
こ
と
で
階
段
や
廊

下
か
ら
中
に
い
る
友
達
や
本
の
様
子
が
よ
く

わ
か
り
ま
す
。「
本
が
好
き
な
児
童
が
借
り

に
来
る
場
所
」
で
は
な
く
、
全
校
児
童
・
職

員
そ
し
て
保
護
者
の
皆
様
が
自
然
に
存
在
を

意
識
し
「
楽
し
い
場
所
で
あ
る
」
と
感
じ
て

も
ら
え
る
図
書
館
で
す
。

図
書
館
の
窓
ガ
ラ
ス
に
は
エ
リ
ッ
ク
カ
ー

ル
の
絵
本
の
絵
、
壁
面
に
は
「
〜
い
つ
も
き

み
の
そ
ば
に
い
る
よ
〜
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
共
に
エ
ル
マ
ー
の
冒
険
の
主
人
公
、
エ

ル
マ
ー
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

切
り
株
の
椅
子
・
木
の
ベ
ン
チ
・
絵
本
コ

ー
ナ
ー
の
前
に
一
段
高
く
も
う
け
ら
れ
た
ス

ペ
ー
ス
（
通
称
ご
ろ
ご
ろ
ス
ペ
ー
ス
）
は
大

人
気
。
名
前
の
通
り
、
く
つ
ろ
い
で
読
書
が

楽
し
め
ま
す
。

推
薦
図
書

各
学
年
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
か
ら
選
ん
だ

１２
冊
を
推
薦
図
書
と
し
、
全
員
が
完
読
を
目

指
し
ま
す
。
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
や
自
然
科
学
系
、

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、
伝
記
な
ど
、
普
段
は

な
か
な
か
自
分
か
ら
手
に
し
な
い
本
で
す

が
、
読
み
終
え
た
後
の
達
成
感
や
、
感
動
が

あ
り
本
の
世
界
が
広
が
り
ま
す
。

４
冊
達
成
で
「
は
っ
ぱ
」、
８
冊
達
成
で

「
さ
く
ら
」、
１２
冊
達
成
で
「
み
」
を
各
学
年

の
さ
く
ら
ボ
ー
ド
に
貼
り
ま
す
。
さ
ら
に
１２

冊
完
読
で
図
書
委
員
会
よ
り
「
完
読
賞
」
が

贈
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
も
、
励
み
に
な
り
ま
す
。

「
お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
」
さ
ん
に
よ
る
読
み

聞
か
せ

朝
は
月
１
回
、
１
年
生
か
ら
６
年
生
に
、

昼
の
放
課
は
低
学
年
中
心
に
読
み
聞
か
せ
を

お
こ
な
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

読
書
週
間

年
に
３
回
の
読
書
週
間
は
た
く
さ
ん
の
イ

ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
ま
す
。

つ
い
足
が
向
く
、
な
ん
と
な
く
寄
っ

て
み
た
く
な
る
図
書
館

素
敵
な
本
と
の
出
合
い
を
さ
さ
え
る

３
つ
の
か
ぎ
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税
額
は
『
医
療
給
付
費
分
と
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
と
介
護
納
付
金
分
の
①
＋

②
＋
③
＋
④
の
合
計
額
』
で
す
。
国
民
健

康
保
険
税
額
決
定
通
知
書
は
、
７
月
中
旬

に
発
送
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
届
き
ま
し

た
ら
、
内
容
の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
に
つ
い
て
お

困
り
の
方
に
対
し
、
納
税
相
談
を
お
こ
な

い
ま
す
。
お
手
元
に
納
税
通
知
書
が
届
き

ま
し
た
ら
、
役
場
戸
籍
保
険
課
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
平
日
役
場
へ
お
越
し

い
た
だ
く
こ
と
の
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、

左
記
の
日
程
で
休
日
納
税
相
談
を
お
こ
な

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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日
時

７
月
２４
日
豸

午
前
１０
時
か
ら
午
後
２
時

場
所

役
場

戸
籍
保
険
課

保

険

税

額

平
成
２３
年
度

国
民
健
康
保
険
税
額
が
決
定
し
ま
し
た

問
合
せ
先

役
場

戸
籍
保
険
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
５
３

左
の
表
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
は
減
免
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
原
則
と
し
て
申
請
日
以
後
の
納
期
分
が
対
象

で
す
の
で
、
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物

印
か
ん
、
国
民
健
康
保
険
証
、
国
民
健
康
保
険

税
額
決
定
通
知
書
、
減
免
理
由
が
証
明
で
き
る
書
類

減免事由 減免額

①世帯の前年中の総所得金額が400万円以下
で、今年の所得見込額が前年総所得金額の
３分の2以下に減少すると認められる方

所得割額の全部から100分
の20

②現に継続して6か月以上療養中の方、もし
くは継続して6か月以上療養を要すると認
められる方のうち、①に該当する方

所得割額および資産割額
の全部から100分の20

③雇用保険法の規定により基本手当（失業・
休業等）の受給資格を有する方のうち、前
年中の総所得金額が400万円以下の方

受給資格を有する方につい
て、算定した税額にかかる
所得割額（支給対象期間）
の全部から100分の30

④世帯主またはその世帯に属する被保険者所有
の住宅および家財について、損害を受けた方
のうち、前年中の総所得金額の合計が600万
円以下で、当該損害金額（保険金等により補
填される金額を除く）が3割以上の方

税額の全部または所得割
額および資産割額の100分
の50から100分の12.5

◆減免制度

※①から④のうち、2つ以上に該当する場合は、減免額の大きい規定の方を適
用します。

※減免事由が虚偽または不正な行為であることが明らかになった場合には、減
免額の全部または一部を返還していただくことがあります。

減免制度・軽減制度は、無申告の方は対象にな
りません。必ず申告してください。注意！

医療給付費分 後期高齢者支援金分 介護納付金分
（40歳から64歳までの方）

所得割①
（前年の所得－33万円）

×4.0％
（前年の所得－33万円）

×1.5％
（前年の所得－33万円）

×1.1％

資産割②
課税年度の固定資産税額

×10.0％
課税年度の固定資産税額

×5.0％
課税年度の固定資産税額

×5.0％

均等割③ 被保険者数×24,000円 被保険者数×7,800円 被保険者数×7,800円

平等割④ 1世帯あたり24,000円 1世帯あたり7,200円 1世帯あたり7,200円

最高限度額 51万円 14万円 12万円

減

免

制

度

国
民
健
康
保
険
税

休
日
納
税
相
談

国民健康保険・後期高齢者医療加入の皆さんへ

納
税
相
談
を
お
こ
な
い
ま
す

※今年度から一部税率等を改正をしています。
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国保加入
者数

加入者全員の所
得合計

医療分 後期高齢者支援分 介護分

軽減額 軽減額 軽減額

均等割 平等割 均等割 平等割 均等割 平等割

７
割
軽
減

1人

330,000円
以下

16,800円

16,800円

5,460円

5,040円

5,460円

5,040円
2人 33,600円 10,920円 10,920円

3人 50,400円 16,380円 16,380円

4人 67,200円 21,840円 21,840円

５
割
軽
減

2人 575,000円以下 24,000円

12,000円

7,800円

3,600円

7,800円

3,600円3人 820,000円以下 36,000円 11,700円 11,700円

4人 1,065,000円以下 48,000円 15,600円 15,600円

２
割
軽
減

1人 680,000円以下 4,800円

4,800円

1,560円

1,440円

1,560円

1,440円
2人 1,030,000円以下 9,600円 3,120円 3,120円

3人 1,380,000円以下 14,400円 4,680円 4,680円

4人 1,730,000円以下 19,200円 6,240円 6,240円

◆軽減制度
世
帯
の
所
得
が
一
定
基
準
を
下
回
る
場
合
に
は
、
均
等
割
お
よ
び
平
等
割
に
限
り
、
保
険

税
を
軽
減
し
ま
す
。（
左
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

軽

減

制

度

国民健康保険・後期高齢者医療加入の皆さんへ

倒
産
や
解
雇
、
雇
い
止
め
な
ど
に
よ

る
離
職
を
さ
れ
た
方
は
、
国
民
健
康
保

険
税
の
軽
減
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

対
象
者

離
職
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で

の
期
間
に
お
い
て

①
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者

（
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
）

②
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者

（
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
）

と
し
て
求
職
者
給
付
（
基
本
手
当
等
）

を
受
け
る
方

※
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
理

由
が
「
１１
・
１２
・
２１
・
２２
・
２３
・

３１
・
３２
・
３３
・
３４
」
に
該
当
さ
れ
る

方
※
高
年
齢
受
給
資
格
者
お
よ
び
特
例
受

給
資
格
者
の
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

軽
減
方
法

前
年
の
給
与
所
得
を
１
０
０
分
の
３０

と
み
な
し
て
算
定

軽
減
期
間

離
職
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で

の
期
間

※
雇
用
保
険
の
求
職
者
給
付
（
基
本
手

当
等
）
を
受
け
る
期
間
と
は
異
な
り

ま
す
。

※
届
出
が
遅
れ
て
も
遡
及
し
て
軽
減
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
は
、
途
中

で
就
職
し
て
も
引
き
続
き
対
象
と
な

り
ま
す
が
、
会
社
の
健
康
保
険
に
加

入
す
る
な
ど
、
国
民
健
康
保
険
を
脱

退
す
る
と
終
了
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

印
か
ん
、
国
民
健
康
保
険
証
、
国
民

健
康
保
険
税
額
決
定
通
知
書
、
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証

申
請
お
よ
び
問
合
せ
先

役
場

戸
籍
保
険
課

『
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
』

『
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
』

を
さ
れ
た
方
へ
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現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
保
険
証
の

有
効
期
限
は
７
月
３１
日
豸
ま
で
で

す
。
新
し
い
保
険
証
は
、
７
月
中
旬

に
「
簡
易
書
留
」
で
送
付
し
ま
す
。

特
別
徴
収
と
は
、
公
的
年
金
等
か
ら
あ

ら
か
じ
め
保
険
税
等
が
徴
収
さ
れ
る
制
度

で
す
。
特
別
徴
収
か
ら
口
座
振
替
へ
納
付

方
法
の
変
更
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

特
別
徴
収
対
象
者

次
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
す
方

▼
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る

▼
国
保
加
入
者
全
員
が
６５
歳
以
上
７５
歳
未

満
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯
の
世
帯
主

▼
年
額
１８
万
円
以
上
の
年
金
を
受
け
取
っ

て
い
る
世
帯
主

▼
国
民
健
康
保
険
税
と
介
護
保
険
料
の
合

計
額
が
、
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え

な
い
方

保
険
税
等
の
特
別
徴
収
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
基

本
的
に
８
月
１
日
か
ら
翌
年
の
７
月
３１
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
次
に

該
当
さ
れ
る
方
は
有
効
期
限
が
異
な
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽
７５
歳
に
な
る
方

▽
７０
歳
に
な
る
方

▽
退
職
者
医
療
被
保
険
の
本
人
ま
た
は
扶

養
者
が
６５
歳
に
な
る
方

詳
し
く
は
、
戸
籍
保
険
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
険
証
の
有
効
期
限
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

国民健康保険・後期高齢者医療加入の皆さんへ

７０
歳
未
満
の
被
保
険
者
が
医
療
機
関
で

１
か
月
に
支
払
っ
た
窓
口
負
担
が
自
己
負

担
限
度
額
を
超
え
た
分
は
、
後
日
申
請
に

よ
り
高
額
療
養
費
と
し
て
払
い
戻
し
さ
れ

ま
す
が
、
入
院
時
に
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」
ま
た
は
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
を
医
療
機
関
に
提
示
す

る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

の
負
担
で
す
み
ま
す
。

※
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
は
、

あ
ら
か
じ
め
戸
籍
保
険
課
の
窓
口
へ
申

請
し
て
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

（
保
険
証
と
印
か
ん
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
）

※
現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
認
定
証
の
有
効

期
限
は
７
月
３１
日
豸
ま
で
で
す
。
引
き

続
き
認
定
証
の
必
要
な
方
は
、
戸
籍
保

険
課
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
国
保
税
を
滞
納
し
て
い
る
と
、
認
定
証

の
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

入
院
さ
れ
る
方
へ

医療機関に入院する
ときに必要なもの

自己負担限度額

上位所得者
（基礎控除後の所得が
600万円超）

保険証、
限度額適用認定証

150,000円＋1％
（83,400円）

一般
保険証、
限度額適用認定証

80,100円＋1％
（44,400円）

低所得者
（住民税非課税世帯）

保険証、
限度額適用・標準負担
額減額認定証

35,400円
（24,600円）

※自己負担限度額の「＋1％」は、実際にかかった医療費の総額が、
上位所得者500,000円、一般267,000円を超えた場合に、超過額の
1％を追加するという意味です。

※（ ）内は、年4回以上該当した場合の4回目以降の金額です。

国
民
健
康
保
険
証
を
更
新
し
ま
す
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国民健康保険・後期高齢者保険加入の皆さんへ

賦
課
の
も
と
と
な
る
所
得
金
額
が
５８
万

円
以
下
の
方
は
、
所
得
割
額
が
５０
％
軽
減

さ
れ
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
に
な
る

前
日
に
、
会
社
の
健
康
保
険
や
共
済
組
合

等
の
被
扶
養
者
（
国
民
健
康
保
険
お
よ
び

国
民
健
康
保
険
組
合
加
入
者
を
除
く
）
だ

っ
た
方
は
、
保
険
料
の
均
等
割
額
が
９
割

減
額
さ
れ
、
所
得
割
は
課
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。

▽
原
則
、
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
差
し

引
き
）
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
特
別

徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金
の
額
が
年
間

１８
万
円
未
満
の
方
も
し
く
は
介
護
保
険

料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
合
わ

せ
た
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え

る
場
合
は
、
特
別
徴
収
に
は
な
り
ま
せ

ん
。な

お
、
手
続
き
の
都
合
上
、
後
期
高

齢
者
医
療
の
被
保
険
者
に
な
っ
て
す
ぐ

に
は
特
別
徴
収
に
は
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
最
初
は
普
通
徴
収
（
納
付
書
等
で

の
個
別
納
付
）、
途
中
か
ら
は
特
別
徴

収
と
な
り
ま
す
。

▽
年
金
か
ら
の
差
し
引
き
に
な
ら
な
い
方

に
つ
い
て
は
、
普
通
徴
収
（
納
付
書
等

で
の
個
別
納
付
）
と
な
り
ま
す
。
便
利

な
口
座
振
替
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、

戸
籍
保
険
課
窓
口
ま
た
は
町
税
等
取
扱

金
融
機
関
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

普
通
徴
収
の
納
期
は
、
７
月
か
ら
翌
年

２
月
ま
で
の
各
月
で
す
。

保
険
料
の
支
払
方
法
・
納
期

平
成
２３
年
度

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
決
定
し
ま
し
た

７
月
に
「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
通
知
書
兼
納
付
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す

問
合
せ
先

役
場

戸
籍
保
険
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
５
１

均等割額の軽減について

4月1日現在の世帯状況において、同じ世帯に属する「世帯主」と「後期高齢者医療被保険
者」の総所得金額等の合計額により均等割額が減額されます。ただし、年金所得については、
特例としてさらに15万円が控除されます。

総所得金額等の合計が33万円以下の世帯で、
同一世帯内の被保険者全員が年金収入80万円以下で
その他各種所得がない世帯（例えば給与収入等があ
る場合、控除後の所得が0円の場合です）

総所得金額等の合計が33万円以下の世帯

総所得金額等の合計が
33万円＋24.5万円×被保険者数（被保険者である世
帯主は除く）以下の世帯

総所得金額等の合計が
33万円＋35万円×（被保険者数）以下の世帯

被
扶
養
者
だ
っ
た
方
の
特
例

均等割額を9割減額 （37,660円）

均等割額を8.5割減額 （35,568円）

均等割額を5割減額 （20,922円）

均等割額を2割減額 （8,369円）

所
得
割
額
の
軽
減

軽減額

均等割額
41,844円

保 険 料 の 計 算 方 法

保険料額は、一人ずつ均等に負担していただく「均等割額」と、所得に応じて負担してい
ただく「所得割額」の合計額です。なお、一人あたりの上限額は500,000円です。

保険料額 所得割額
（総所得金額等－330,000円）×7.85％＝ ＋



後
期
高
齢
者
福
祉
医
療
費
受
給
者
証

の
有
効
期
限
は
、
今
年
の
７
月
３１
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者
に
は
７
月
中
旬
に
通
知
し
ま

す
の
で
、
期
日
ま
で
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
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母
子
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証
を
８

月
に
更
新
し
ま
す
。
対
象
者
に
は
７
月

中
旬
に
通
知
し
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
母
子
家
庭
等
医
療
費
受
給
者

証
に
つ
い
て
は
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
。

所
得
制
限

▽
扶
養
０
人
の
場
合

１
９
２
万
円

▽
扶
養
１
人
の
場
合

２
３
０
万
円

▽
扶
養
２
人
の
場
合

２
６
８
万
円

▽
扶
養
３
人
の
場
合

３
０
６
万
円

▽
扶
養
４
人
の
場
合

３
４
４
万
円

現
在
、
所
得
制
限
超
過
に
よ
り
受
給

要
件
に
該
当
し
て
い
な
い
方
で
、
平
成

２１
年
に
比
べ
、
平
成
２２
年
分
の
所
得
が

減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
受
給
要
件
に
該

当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
役
場
戸
籍

保
険
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
母
子
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
へ

▽
後
期
高
齢
者
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
へ

国民健康保険・後期高齢者医療加入の皆さんへ

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
保
険
証
の
有
効

期
限
は
７
月
３１
日
豸
ま
で
で
す
。
新
し
い

保
険
証
は
、
７
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け

て
簡
易
書
留
で
送
付
し
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
、
旧
保
険
証
の
青
色

か
ら
オ
レ
ン
ジ
色
に
変
わ
り
ま
す
。
有
効

期
限
を
過
ぎ
た
保
険
証
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
。
８
月
１
日
豺
以
降
に
医
療
機
関
等
で

受
診
す
る
と
き
は
、
必
ず
新
し
い
保
険
証

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

住
民
登
録
地
と
異
な
る
場
所
へ
保
険
証

の
郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、
申
請
が
必

要
で
す
。（
す
で
に
「
送
付
先
変
更
申
請
書
」

を
提
出
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
改
め
て
申

請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）
印
か
ん
と

写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
を
お
持
ち
の
上
、

戸
籍
保
険
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
送
付
先
を
住
民
登
録
地
へ
戻
す
場
合

に
も
申
請
が
必
要
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
証
を
更
新
し
ま
す

すこやか健康診査を受けましょう

実施期間
7月1日（金）～10月31日（月）

7月から健康診査が始まります。ご自身の
健康状態や日ごろの生活習慣を確認し、すこ
やかな生活を送るため、この機会にぜひ受診
しましょう。
受診場所 大口町・扶桑町内の医療機関
受診方法 事前に医療機関に予約し、健康診
査記録票・保険証等を持参の上受診して
ください。詳しくは事前に送付した通知
書をご覧ください。

各
種
医
療
費
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
へ



米
粉
を
使
っ
て
み
ま
せ
ん
か

米
粉

大口町産米粉を 無償 で提供いたします。
使用した感想等のアンケートにお答えいただくことを条件に、

米粉は、昔からある上新粉や白玉粉など和菓子に利用されてきましたが、技術の進
歩により従来よりも細かく製粉できるようになったことから、利用できる料理の幅が
広がり、パンや揚げ物など小麦粉の代わりに米粉を使った料理に注目を集めています。
大口町でも米粉を利用した料理を広げていきたいと考え、皆さんが手軽に米粉を利
用できる環境づくりに取り組んでいきます。米粉料理にチャレンジしてみたい方は役
場建設農政課蘂95-1111 内線169までお問い合わせください。店舗等での使用を検

討される場合はご相談ください。

■■米粉のメリット■■

天ぷらなどの揚げ物が天ぷらなどの揚げ物がサックリサックリ揚がる揚がる
油を吸収しにくいので低カロリー油を吸収しにくいので低カロリー
パンやケーキなどはモチモチしっとりとした食感が楽しめますパンやケーキなどはモチモチしっとりとした食感が楽しめます
小麦に比べカロリーが低く腹もちもよい小麦に比べカロリーが低く腹もちもよい
小麦アレルギーの方でも食べられるようになる料理がある小麦アレルギーの方でも食べられるようになる料理がある

天ぷらなどの揚げ物がサックリ揚がる
油を吸収しにくいので低カロリー
パンやケーキなどはモチモチしっとりとした食感が楽しめます
小麦に比べカロリーが低く腹もちもよい
小麦アレルギーの方でも食べられるようになる料理がある

国際理解講座

おいしい！イタリア発見！！
ファッション流行発信地であり、建築や美術の街であるミラノ出身で、
一宮市在住のアレサンドロさんと一緒にラザニア作りを体験し、おいし
い、魅了あるイタリアを発見してみませんか？

午前 10時から午後 1時7 2月 日土曜日
講師 アレサンドロ・セニガリエズィさん（インテリアデザイナー・語学講師）
内容 クッキングとイタリアの文化紹介
場所 中央公民館 2階 調理室
参加費 800 円
定員 20 名（先着順）
持ち物 エプロン、ふきん、筆記用具
申込みおよび問合せ先 蘂 95-6859 サラダボールCo．( 前田 )
※電話は午後 5時以降でお願いします。

主催 大口町NPO登録団体サラダボールCo． / 大口町

ペットボトペットボトルルのの
キャップを集めていますキャップを集めています
ペットボトルの
キャップを集めています
ペットボトルキャップで途上国の子ペットボトルキャップで途上国の子
どもどもたちにワクチンを！ 800 個たちにワクチンを！　800 個
で１回のポリオで１回のポリオワクチンワクチンが受けられが受けられ
ます。当日お越しの際にはキャップます。当日お越しの際にはキャップ
のご持参にご協力ください。のご持参にご協力ください。

ペットボトルキャップで途上国の子
どもたちにワクチンを！ 800 個
で１回のポリオワクチンが受けられ
ます。当日お越しの際にはキャップ
のご持参にご協力ください。
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「
イ
イ
こ
と
探
し
」の
ス
ス
メ

障
が
い
福
祉
セ
ミ
ナ
ー

障
害
児
等
療
育
支
援
事
業

イ
イ
事
が
あ
る
か
ら

い
や
な
事
も
や
っ
て
い
け
る

子
ど
も
は
成
長
す
る
中
で
、
そ
の
子
に

応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
能
力
と
経
験
を
積
ん

で
い
き
ま
す
。
身
近
で
具
体
的
な
話
題
を

例
に
、
家
族
で
で
き
る
療
育
に
つ
い
て
講

義
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
理
解
を

深
め
ま
す
。

日
時

７
月
１６
日
貍

午
後
１
時
か
ら
４

時
（
開
場

午
後
０
時
３０
分
）

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階

多
目
的
室

講
師

愛
知
県
心
身
障
害
者
コ
ロ
ニ
ー

運

用
部
療
育
支
援
課
課
長
補
佐

森
長
研
治
さ
ん

定
員

５０
名

参
加
費

無
料

※
セ
ミ
ナ
ー
は
手
話
通
訳
と
要
約
筆
記
、

託
児
（
有
料
）
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

障
が
い
セ
ミ

ナ
ー
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
大
口
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
、
福
祉
こ
ど
も
課
に
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

※
７
月
１４
日
貅
締
切
り
（
先
着
順
）

大
口
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

蘂
９４
―

２
２
２
７

こ
の
大
会
は
、
愛
知
万
博
の
メ
モ
リ
ア

ル
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
愛
知
県
内
の
市
町

村
の
交
流
を
目
的
に
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

あ
な
た
も
、
大
口
町
の
代
表
と
し
て
参

加
し
ま
せ
ん
か
？

大
会
日
時

１２
月
３
日
貍

午
後
０
時
３０

分
ス
タ
ー
ト
予
定

大
会
会
場

愛
・
地
球
博
記
念
公
園

選
手
資
格

町
内
在
住
・
在
勤
者
で
、
大

会
が
定
め
る
各
区
分
の
距
離
を
走
り
切

る
こ
と
が
で
き
、
大
会
当
日
参
加
で
き

る
方
。

募
集
区
分

▽
小
学
生
（
男
子
・
女
子
）

小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生
（
大
会
時
の

距
離

男
子
・
女
子
1.1
キ
ロ
）

▽
中
学
生
（
男
子
・
女
子
）

中
学
１
年
生
か
ら
３
年
生
（
大
会
時
の

距
離

男
子
3.1
キ
ロ

女
子
3.0
キ
ロ
）

▽
ジ
ュ
ニ
ア
（
男
子
・
女
子
）

平
成
３
年
１２
月
４
日
か
ら
平
成
８
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
（
大
会
時

の
距
離
男
子
5.7
キ
ロ
女
子
3.9
キ
ロ
）

▽
一
般
（
男
子
・
女
子
）

平
成
３
年
１２
月
３
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
（
大
会
時
の
距
離

男
子
4.8
キ
ロ

女
子
3.1
キ
ロ
）

▽
４０
歳
以
上
（
男
女
不
問
）

昭
和
４６
年
１２
月
３
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
（
大
会
時
の
距
離

3.9
キ
ロ
）

※
町
外
の
小
中
学
校
お
よ
び
県
外
の
高
等

学
校
へ
就
学
し
て
い
る
場
合
は
、
別
に

規
定
が
あ
り
ま
す
の
で
、
生
涯
学
習
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

申
込
み
い
た
だ
い
た
方
に
つ
い

て
は
、
大
会
に
向
け
、
選
手
の
選
考
お

よ
び
参
考
タ
イ
ム
の
計
測
の
た
め
、
選

考
会
を
お
こ
な
い
ま
す
。

選
考
会
日
時

８
月
６
日
貍

午
後
５
時
か
ら

選
考
会
会
場

大
口
町
総
合
運
動
場

申
込
み

７
月
２７
日
貉
ま
で
に
、
温
水
プ

ー
ル
２
階
生
涯
学
習
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
温
水
プ
ー
ル
２
階
生
涯
学
習

課
蘂
９５
―

３
１
５
５
（
月
・
火
休
み
）
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場所 温水プール
内容 レクリエーションコーナーなどを予定しています。
（午前11時から午後3時の間）
※大勢の利用が予想されますので、休憩時間を設けます。
ご協力をお願いします。（1時間につき10分程度）

※幼児の方が入場する場合は、必ず大人の方も水着で同
伴してください。

※お越しの際は、必ず水泳キャップをお持ちください。
お昼休憩時間にアトラクションがあるかも!?

時間 午前10時から10時45分
対象 小学生から大人まで
定員 10名
申込み先 6月18日（土）より受付を開始していま

す。定員になり次第、締め切ります。
ウィル大口スポーツクラブ事務局（電話申
込み不可）

協働主催 ウィル大口スポーツクラブ 大口町教育委員会 協力 大口町体育指導委員会

問合せ先 温水プール 蘂95-1313

年に 1度の無料開放年に 1度の無料開放年に 1度の無料開放年に 1度の無料開放年に 1度の無料開放

いよいよ水遊びの季節です。昨年に引き続き温水プールの無料開放をおこないます。
皆さんぜひお越しください。

無料無料無料無料無料
ワンポイント
レッスン

7月18日豺 海の日 午前9時から午後7時

スポーツ教室参加者募集

種目 対象 日にち (各土曜日 )

前期

後期

卓球（入門教室）
一般 20名

ニチレクボール
一般 20名

8月20日・27日
9月3日・10日・17日

10月8日・15日・22日
29日

時間 場所

午後7時から9時
（準備片付けを含む）

午後7時から9時
（準備片付けを含む）

参加費

500円

500円

大口町屋内運動場
（旧北小学校体育館）

大口町屋内運動場
（旧北小学校体育館）

ニチレクボールとは、決められたサークル内から目標となる黄色いボールにやわらか
いボールを投げ、どれだけ近くにおけるか競う競技です。（ペタングの屋内競技です）
前期・後期ともに道具を貸出しします。

申込み 7月2日（土）から先着順に受け付けます。
問合せ先 温水プール２階 生涯学習課 蘂95-3155 ※月・火曜日を除く

▲ニチレクボール

体育指導委員が、参加者の皆さんと一緒に楽しく運動を指導します。体を動かしたいと思っている
方はぜひ参加してみませんか！！

平
成
２３
年
度

※卓球は初心者、未経験者を対象といたします。
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●
前
立
腺
が
ん
検
診

日
時
お
よ
び
受
付
時
間

７
月
１
日
貊

午
後
１
時
か
ら
３
時
４５
分

対
象
者

町
内
に
お
住
ま
い
の
５０
歳
以
上

の
男
性
の
方

費
用

３
０
０
円

●
乳
が
ん
検
診
（
Ｍ
Ｍ
Ｇ
）

日
時
お
よ
び
受
付
時
間

７
月
１１
日
豺

午
前
８
時
４５
分
か
ら
午
後
３
時
３０
分

対
象
者

町
内
に
お
住
ま
い
で
４０
歳
以
上

の
女
性
の
方
（
要
予
約
）

費
用

１
０
０
０
円

●
乳
が
ん
検
診
（
超
音
波
）

日
時
お
よ
び
受
付
時
間

７
月
２１
日
貅

午
後
１
時
か
ら
３
時

対
象
者

町
内
に
お
住
ま
い
で
３０
歳
以
上

か
ら
４０
歳
未
満
の
女
性
の
方
（
要
予
約
）

費
用

１
０
０
０
円

●
胃
が
ん
検
診

日
時
お
よ
び
受
付
時
間

７
月
２１
日
貅

午
前
８
時
４５
分
か
ら
１１
時

対
象
者

町
内
に
お
住
ま
い
の
方
（
要
予

約
）

費
用

１
０
０
０
円

●
子
宮
が
ん
検
診

日
時
お
よ
び
受
付
時
間

７
月
７
日
貅

７
月
２１
日
貅

午
後
１
時
か
ら
１
時
５０
分

対
象
者

町
内
に
お
住
ま
い
の
方
（
要
予

約
）

費
用

５
０
０
円

持
参
す
る
も
の

健
康
手
帳
（
あ
る
方
の

み
）

バ
ス
タ
オ
ル
（
乳
が
ん
検
診
の

み
）

※
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
予
約
し
て
く

だ
さ
い

※
今
年
度
よ
り
、
問
診
票
の
事
前
通
知
は

【
胃
が
ん
検
診
】
の
み
お
こ
な
い
ま
す
。

そ
の
他
の
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
検

診
当
日
の
受
付
時
に
ご
記
入
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
今
月
は
、
胃
が
ん
・
乳
が
ん
（
超
音

波
）
・
子
宮
が
ん
の
検
診
を
同
日
に
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
乳
が
ん
（
Ｍ
Ｍ
Ｇ
）

検
診
と
骨
密
度
測
定
を
同
日
に
実
施
し

ま
す
。

※
６
月
１
日
貉
よ
り
受
付
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。
広
報
発
行
時
、
す
で
に
定
員
に

達
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

今
月
の
健
康
俳
句

夏
め
く
や
友
つ
ど
ひ
来
て
歩
を
進
め

前
田
千
代
子

問合せ先 保健センター 蘂94―0051

今
月
の
健
康
川
柳

決
め
た
だ
け
テ
レ
ビ
番
組
見
て
休
み

平
尾
幸
助

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
大
口
俳
句
会
・
大
口
川
柳
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
こ
こ
ろ
」
の
健
康
づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

健康おおぐち21 シンボルマーク

詳しくは広報おおぐち6月号
に掲載されています

（H21年度）（H21年度）（H21年度）

日
本
人
は
、

こ
ん
な
が
ん
に

か
か
っ
て
い
ま
す

2人に1人が一生のうち、
１度はがんになるって知っていましたか？

がんで大きな
手術は受けたくない！

人生なかばで命を
落としたくない！

若い人は安心して子育てするために乳・子宮がん検診を！
健やかな高齢期を過すために大腸・胃・肺がん検診を！
女性はいくつになっても乳・子宮がん検診を！

6月1日（水）より、大口町補助のがん検診申込みが始ま
っています。申込み、お問い合わせは保健センターにお
電話ください。 保健センター 蘂94-0051

幸せな家庭を守るため、がん検診を受けよう幸せな家庭を守るため、がん検診を受けよう幸せな家庭を守るため、がん検診を受けよう

男性

女性

1位

2位

3位

1位

2位

3位

胃がん
大腸がん
肺がん
乳がん
大腸がん
胃がん

肺がん
胃がん
大腸がん
大腸がん
肺がん
胃がん

順位 かかりやすいがん 死亡

その為には、早期発見が大切！！その為には、早期発見が大切！！その為には、早期発見が大切！！
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日
時
お
よ
び
対
象

●
Ｂ
Ｃ
Ｇ

▽
７
月
８
日
貊

平
成
２３
年
３
月
生
ま
れ

の
乳
児

午
後
１
時
か
ら
１
時
３０
分

※
対
象
以
外
の
方
は
電
話
等
で
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

保
護
者
の
方
へ

体
調
が
心
配
な
時
は
、

か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
予
診
票
お
よ
び
母
子
手

帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

７
月
１
日
貊
か
ら
８
月
３１
日
貉
ま
で
は
、

二
種
混
合
の
予
防
接
種
実
施
期
間
で
す
。

二
種
混
合
の
対
象
者

小
学
６
年
生

※
対
象
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

接
種
場
所

大
口
町
・
扶
桑
町
・
江
南
市
・
犬
山
市

の
指
定
医
療
機
関
（
個
別
接
種
）

※
詳
し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時

７
月
１１
日
豺

午
前
９
時
３０
分
か

ら
午
後
３
時
３０
分

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

町
内
に
お
住
ま
い
の
２０
歳
以
上
の
方

※
医
療
機
関
等
で
す
で
に
骨
粗
し
ょ
う
症

の
治
療
中
の
方
は
除
き
ま
す
。

内
容

超
音
波
に
よ
る
か
か
と
の
骨
密
度

測
定
、
健
康
相
談
、
栄
養
相
談

費
用

３
０
０
円

定
員

９０
名
（
予
約
制
）

※
お
申
込
み
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
予
約

時
間
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
７
年
６
月
１
日
か
ら
平
成
１９
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方
に
つ
い
て
、
２０
歳
未

満
の
間
は
定
期
接
種
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

母
子
手
帳
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
Ⅰ

期
接
種
（
３
回
）
Ⅱ
期
（
１
回
）
が
終
了

し
て
い
な
い
方
は
接
種
を
し
ま
し
ょ
う
。

Ⅱ
期
は
、
Ⅰ
期
接
種
を
終
え
た
９
歳
以

上
の
方
が
対
象
で
す
。
Ⅰ
期
予
診
票
は
出

生
時
に
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
小
学
４
年

生
以
上
の
Ⅱ
期
未
接
種
者
に
は
予
診
票
を

送
付
し
ま
す
。
予
診
票
を
な
く
さ
れ
た
方

は
、
健
康
生
き
が
い
課
窓
口
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

持
ち
物

印
鑑
・
母
子
手
帳

※
大
口
町
・
扶
桑
町
・
江
南
市
・
犬
山
市

の
医
療
機
関
に
予
約
後
、
接
種
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
不

足
に
よ
り
、
平
成
２２
年
度
に
１
回
目
の
接

種
が
で
き
な
か
っ
た
現
在
高
校
２
年
生
相

当
の
年
齢
の
方
は
、
平
成
２３
年
９
月
３０
日

ま
で
の
間
に
１
回
目
の
接
種
を
お
こ
な
っ

た
場
合
、
残
り
２
回
分
も
助
成
の
対
象
と

な
り
ま
す
（
平
成
２４
年
３
月
３１
日
ま
で
の

事
業
）。
予
診
票
は
、
昨
年
末
に
郵
送
し
た

も
の
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

高
校
３
年
生
を
対
象
に
実
施
さ
れ
て
い

る
Ｍ
Ｒ
４
期
が
、
研
修
旅
行
と
し
て
海
外

に
行
く
等
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
高
校

２
年
生
で
も
接
種
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
希
望
者
は
、
健
康
生
き
が
い
課
窓

口
へ
手
続
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

持
ち
物

印
鑑
・
母
子
手
帳

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
か
か
っ
て
い
て
も
、

あ
ま
り
症
状
が
現
れ
な
い
た
め
に
、
感
染

に
気
が
つ
か
な
い
事
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、

放
置
し
て
お
く
と
慢
性
の
肝
臓
病
を
引
き

起
こ
す
原
因
と
も
な
り
ま
す
。
感
染
を
早

期
に
発
見
し
て
、
適
切
な
治
療
を
お
こ
な

う
こ
と
が
大
切
で
す
。
あ
な
た
の
肝
臓
の

状
態
を
知
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
検
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者

①
大
口
町
に
住
所
を
有
す
る
４０
歳
の
方

（
昭
和
４６
年
４
月
１
日
〜
昭
和
４７
年
３

月
３１
日
生
ま
れ
の
方
）

※
①
に
該
当
す
る
方
に
は
検
診
票
を
郵
送

し
ま
す
。

②
大
口
町
に
住
所
を
有
す
る
４１
歳
以
上
の

方
で
、
過
去
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受

け
た
こ
と
が
な
く
検
査
を
希
望
す
る
方

※
②
に
該
当
す
る
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で

検
診
票
を
お
渡
し
し
ま
す
。

実
施
期
間

７
月
１
日
貊
か
ら
１０
月
３１
日
豺

受
診
料

無
料
（
た
だ
し
、
治
療
は
有
料
）

検
査
内
容

血
液
検
査

実
施
医
療
機
関

大
口
町
・
扶
桑
町
の
委
託
医
療
機
関

問
合
せ
先

健
康
生
き
が
い
課

保
健
セ
ン
タ
ー

蘂
９４
―

０
０
５
１

申込みおよび問合せ先
蘂94―0051

日
本
脳
炎
予
防
接
種
に
つ
い
て

Ｍ
Ｒ
４
期
対
象
者
の
追
加
に
つ
い
て

子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
に
つ
い
て

骨
密
度
測
定
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集
団
予
防
接
種

個
別
予
防
接
種

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診



平
成
２３
年
度
の
介
護
保
険
料
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
介
護
保
険
料
決
定
通
知

書
を
す
べ
て
の
６５
歳
以
上
の
方
へ
７
月
中

旬
に
送
付
し
ま
す
。

介
護
保
険
料
は
、
ご
本
人
と
そ
の
世
帯

の
住
民
税
課
税
状
況
や
収
入
・
所
得
に
応

じ
て
８
段
階
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
お
支
払
い
に
ご
協
力
く
だ

さ
い介

護
保
険
制
度
は
、
み
な
さ
ん
の
保
険

料
と
公
費
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
介
護

は
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
問
題
で
す
。
し

か
し
、
介
護
保
険
料
を
納
め
な
い
で
い
る

と
、
将
来
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
時
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
制
限
が
か
か
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
将
来
介
護
が
必
要
に
な

っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
保
険

料
の
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
、
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

※
１
年
以
上
滞
納
す
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
が
い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
に
な

り
ま
す
。

※
１
年
６
か
月
以
上
滞
納
す
る
と
、
保
険

給
付
が
一
時
差
し
止
め
と
な
り
ま
す
。

※
さ
ら
に
滞
納
が
続
く
と
、
保
険
給
付
か

ら
滞
納
保
険
料
額
が
差
し
引
か
れ
ま
す
。

※
滞
納
が
２
年
以
上
続
く
と
、
介
護
保
険

料
を
遡
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

健
康
生
き
が
い
課

介
護
高
齢
グ
ル
ー

プ

蘂
９４
―

０
０
５
１

94̶005194̶0051

区 分 本人および世帯の所得状況等 保険料基準 年額保険料
（100円未満切り捨て）

第1段階 生活保護受給者および
老齢福祉年金受給者で住民税非課税世帯の方 基準額×0.45 18,600円

第2段階 住民税非課税世帯で、本人の課税年金収入額と合計
所得金額の合計が80万円以下の方 基準額×0.45 18,600円

第3段階 住民税非課税世帯で、本人の課税年金収入額と合計
所得金額の合計が80万円を超える方 基準額×0.70 28,900円

第
４
段
階

1
本人は住民税非課税で世帯内に課税者がいる場合
で、本人の課税年金収入額と合計所得金額の合計が
80万円以下の方

基準額×0.85 35,100円

2
本人は住民税非課税で世帯内に課税者がいる場合
で、本人の課税年金収入額と合計所得金額の合計が
80万円を超える方

基準額 41,400円

第5段階 本人が住民税を課税されており、合計所得金額が
125万円未満の方 基準額×1.20 49,600円

第6段階 本人が住民税を課税されており、合計所得金額が
125万円以上200万円未満の方 基準額×1.25 51,700円

第7段階 本人が住民税を課税されており、合計所得金額が
200万円以上500万円未満の方 基準額×1.50 62,100円

第8段階 本人が住民税を課税されており、合計所得金額が
500万円以上の方 基準額×1.75 72,400円

平
成
２３
年
度
の
介
護
保
険
料
が
決
定
し
ま
し
た

【65歳以上の方の保険料基準額は 月額３,４５０円です。】
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日
時

１０
月
２３
日
豸

午
前
１０
時
か
ら

試
験
会
場
（
予
定
）

名
古
屋
大
学

名
古
屋
工
業
大
学

同
朋
大
学

願
書
の
配
布
場
所

大
口
町

健
康
生
き
が
い
課

願
書
受
付
期
間

７
月
１
日
貊
か
ら
２９
日
貊
（
当
日
消

印
有
効
）

問
合
せ
先

愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会

介
護
支

援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
係

蘂
０
５
２
―

２
２
９
―

１
５
９
０

７
月
１
日
貊
ま
で
は

蘂
０
５
２
―

２
３
１
―

３
２
２
４

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修

受
講
試
験
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前
の
晩
に
明
日
の
予
定
を
メ
モ
し
ま

す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
夕
方
の
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
は
毎
日
の
日
課
。
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
笑
っ
た
り
、
悔
し
さ

の
あ
ま
り
「
何
で
？
」
と
、
自
分
に
さ

け
ん
だ
り
し
て
い
る
う
ち
に
、
あ
っ
と

い
う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
小

学
校
の
パ
ト
ロ
ー
ル
も
で
き
る
限
り
行

き
ま
す
。
推
進
員
に
な
っ
て
か
ら
は
、

太
極
拳
や
カ
ラ
オ
ケ
も
参
加
し
て
い
ま

す
。
山
登
り
が
好
き
で
、
昨
年
は
熊

野
古
道
の
八
鬼
山
越
え
コ
ー
ス
に
挑

戦
。
き
つ
か
っ
た
で
す
が
達
成
感
を

感
じ
ま
し
た
。
今
年
は
尾
張
富
士
に

２
回
登
り
ま
し
た
。

奥村光江さん

94̶005194̶0051

行 事 日／曜 受 付 時 間 対 象 者 等

4か月児健診 27（水） 午後1:00
～1:30

23年3月生まれの乳児および未受診児
※個別通知をご確認ください

10か月児健診 12（火） 午後1:00
～1:30 22年9月生まれの乳児および未受診児

1歳6か月児健診 19（火） 午後1:00
～1:30 21年12月生まれの幼児および未受診児

歯科健診 20（水） 午後1:00
～1:30

2歳3か月児（21年4月生まれ）
（母子手帳、コップ、歯ブラシ、タオルを持参）

3歳児健診 6（水） 午後1:00
～1:30 20年6月生まれの幼児および未受診児

母子健康手帳交付説明会 7（木）
21（木）

午前9:40～
9:50 母子健康手帳発行、妊娠初期の保健指導

子育て相談室 4（月）
25（月）

午前9:00
～11:00

子どもの身長・体重測定、保健師・栄養士・助産師によ
る育児や発育に応じた相談と妊婦相談 ※25日は要予約

らくらく離乳食教室 20（水） 午前9:45
～10:00

離乳食初期から中期のお話デモンストレーシ
ョン ※要予約

保健師・栄養士による健康相談 毎週金曜日 午前9:30
～11:30

生活習慣病予防、食生活改善、その他健康についての
相談※第1・3金曜日は戸籍保険課でも相談できます。

歯科衛生士による口腔相談 毎週金曜日 午前9:30
～11:30

歯についての悩みや、歯のお手入れ方法など
の相談 ※要予約

歩く健康のつどい 12（火）
26（火）

午前9:30
～9:45

血圧測定、尿検査、ストレッチ体操、1時間歩
行など

地
域
で
の
介
護
予
防

ひだまりの会
（中小口地区コミュニティーセンター）

8（金）
22（金） 午前10:00 外出する機会の少ない高齢者の方を対象に、レクリエーシ

ョン・筋力トレーニング等介護予防活動をおこないます。

しなやかお達者の会
（余野学共施設）

5（火）
19（火） 午前10:00 介護予防のための筋力トレーニングを中心と

した運動・その他レクリエーションをおこな
います。しなやかお達者の会

（豊田学共施設）
12（火）
26（火） 午前10:00

平成23年7月号 15
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楽
し
く
夏
を
過
ご
す
た
め
に

梅
雨
が
明
け
て

こ
れ
か
ら
暑
さ
が

本
格
的
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
数
年
、
夏
に

な
る
と
「
熱
中
症
で
病
院
へ
運
ば
れ
た
」

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
重

症
の
場
合
に
は
生
命
に
か
か
わ
る
こ
と
も

…
。
ま
た
、
水
に
接
す
る
機
会
が
多
く
な

り
、
海
・
河
川
な
ど
で
の
水
に
よ
る
事
故

も
多
発
す
る
時
期
で
す
。

熱
中
症
や
水
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、

予
防
法
や
対
処
法
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
次
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
て
、

楽
し
い
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
熱
中
症

熱
中
症
と
い
う
の
は
、
気
温
が
高
か

っ
た
り
、
激
し
い
運
動
を
す
る
こ
と
等

で
、
体
の
中
で
た
く
さ
ん
の
熱
が
発
生

す
る
こ
と
、
つ
ま
り
体
の
中
と
外
の

「
暑
さ
」
に
よ
っ
て
起
き
る
、
様
々
な

体
調
不
良
の
状
態
の
こ
と
で
す
。

日
射
病
や
熱
射
病
と
い
う
言
葉
を
ご

存
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
日

射
病
や
熱
射
病
は
、
熱
中
症
の
ひ
と
つ

で
す
。

こ
れ
が
危
険
！

▽
屋
外
で
の
ス
ポ
ー

ツ
▽
作
業
で
あ
ま
り
休

憩
を
取
ら
な
い

▽
十
分
な
水
分
を
取
ら
な
い

▽
小
さ
な
子
ど
も
を
車
内
に
放
置
す
る

熱
中
症
の
症
状
を
疑
っ
た
と
き
は

▽
衣
服
を
ゆ
る
め
、
日
陰
や
風
通
し
の
良

い
と
こ
ろ
、
冷
房
の
効
い
た
と
こ
ろ
へ

移
動
す
る
。
近
く
に
そ
の
よ
う
な
場
所

が
な
い
と
き
は
、
う
ち
わ
な
ど
で
急
速

に
体
を
冷
や
し
ま
し
ょ
う
。

▽
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
で
水
分
補
給

す
る
。

▽
冷
た
い
缶
ジ
ュ
ー
ス
や
氷
枕
な
ど
を
脇

の
下
や
足
の
付
け
根
に
あ
て
体
を
冷
や

す
。

※
ど
の
場
合
も
早
め
に
医
療
機
関
で
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

※
意
識
が
な
い
場
合
は
す
ぐ
に
救
急
車
を

呼
び
ま
し
ょ
う
。

●
水
に
よ
る
事
故
を
防
ぐ
に
は

▽
天
候
の
変
化
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
飲
酒
後
や
体
調
不
良
の
と
き
は
絶
対
に

水
に
入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
子
ど
も
の
遊
泳
中
は
、
目
を
離
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
水
上
の
レ
ジ
ャ
ー
で
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
魚
釣
り
の
よ
う
に
直
接
水
に
入
ら

な
い
場
合
で
も
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

溺
れ
て
い
る
人
を
発
見
し
た
ら

▽
溺
れ
て
い
る
人
を
発
見
し
た
ら
、
大
声

で
助
け
を
呼
び
、
１
１
９
番
通
報
を
し

ま
し
ょ
う
。

▽
岸
辺
か
ら
近
い
場
合
は
、
引
き
込
ま
れ

な
い
よ
う
に
腹
ば
い
に
な
り
手
を
伸
ば

し
て
引
き
寄
せ
ま
す
。
手
が
届
か
な
い

と
き
は
自
分
の
シ
ャ
ツ
や
ベ
ル
ト
ま
た

は
、
棒
な
ど
を
差
し
出
し
つ
か
ま
ら
せ

た
り
、
少
し
離
れ
た
距
離
な
ら
浮
き
輪

や
ロ
ー
プ
、
木
の
板
な
ど
を
投
げ
て
引

き
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。
１
人
で
助
け
に

行
く
こ
と
は
、
危
険
で
す
の
で
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。

●
心
肺
蘇
生
を
す
る
に
は

①
ま
ず
は
意
識
の
確
認
を
し
、
意
識
が
無

い
場
合
は
す
ぐ
に
１
１
９
番
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
手
配
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
気
道
を
確
保
し
呼
吸
の
確
認
を
し
ま
す
。

普
段
ど
お
り
の
呼
吸
で
な
け
れ
ば
人
工

呼
吸
を
２
回
お
こ
な
い
ま
す
。

③
反
応
が
な
け
れ
ば
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

お
こ
な
い
ま
す
。
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

（
３０
回
）
と
人
工
呼
吸
（
２
回
）
を
繰

り
返
し
お
こ
な
い
ま
す
。（
人
工
呼
吸

が
で
き
な
い
場
合
は
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
の
み
を
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。）

④
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
到
着
し
た
ら
、
電
源
を
入
れ

音
声
に
従
っ
て
操
作
し
て
く
だ
さ
い
。

後
は
、
こ
の
ま
ま
継
続
し
救
急
隊
が
到

着
す
る
の
を
待
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

丹
羽
消
防
署
救
急
担
当

蘂
９５
―

５
１
５
１

大
口
出
張
所

蘂
９５
―

０
１
１
９

扶
桑
出
張
所

蘂
９２
―

３
１
０
０

―
普
通
救
命
講
習
会
―

日
時

７
月
１６
日
貍

午
前
９
時
か
ら
正
午

場
所

丹
羽
消
防
署

本
署

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

丹
羽
消
防
署
本
署

蘂
９５
―

５
１
５
１

大
口
出
張
所

蘂
９５
―

０
１
１
９

応
急
手
当
、
心
肺
蘇
生
法
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
な
ど
の
講

習
を
ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ
さ

い
。
い
ざ
と
い
う
時
、
き
っ

と
役
立
ち
ま
す
。
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４
８
０
０
１
９
０

扶
桑
支
店

承
認

124

料
金
受
取
人
払
郵
便

差
出
有
効
期
間

平
成
２
4 年
４
月

３
０
日
ま
で

＜
切
手
不
要
＞

下小口七丁目１５５番地
大口町役場 地域振興課

「桜さんの何でも言ってちょ」係 行

切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

切り取り線

山折り

①用紙を太線に沿って切り取っ
てちょ。
②遠慮はいらんで、裏面にみん
なの意見を書いたってちょ。

③折曲げて、のり付けして封筒を作れば
できあがりじゃ。
④もし、意見が長くなる時は、便せんな
んかに書いて、入れてくれればええで
よー。
⑤切手を貼らずにポストへ入れてちょ。
内容は返事と一緒に広報おおぐちでみ
んなにお知らせするでよ。楽しみにし
とりゃー。

― 何でも言ってちょレターの作り方 ―
皆さんが、行政に対し、日頃、感じている提案や

疑問などはありませんか？
まちの主役は皆さんです。この「何でも言ってち

ょレター」は、皆さんの声を町政に反映することで、
より豊かで住みやすい大口町にする試みです。
皆さんから寄せられた貴重なご意見等は、町から

のお答えと一緒に、定期的に広報おおぐちや役場戸
籍保険課前掲示板でお知らせします。
ぜひ「私たちのまちを少しでも良くしたい」と願

うあなたの気持ちを、この手紙につづってお寄せく
ださい。お待ちしています。

問合せ先 役場 地域振興課
蘂95―1111 内線117

桜さんの 何でも言ってちょレター

苦
情
、
ご
意

見
、
ご
提
案
、

ど
ん
な
こ
っ
て
も

え
え
で
、
遠
慮
せ

ん
と
聞
か
せ
て

ち
ょ
！
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切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

切り取り線

●おところ

●お名前 ●電話番号

について

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

のりしろ

の
り
し
ろ
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無
骨
な
る
指
も
て
摘
む
苺
か
な

神
谷

さ
ち

苺
盛
る
器
ガ
ラ
ス
と
決
め
に
け
り安

荘

志
保

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
女
の
幸
の
苺
籠野

田

信
子

手
を
洗
ふ
水
心
地
よ
き
薄
暑
か
な酒

井

聖
子

母
と
な
り
束
ね
髪
し
て
薄
暑
か
な荒

谷
富
美
子

先
生
の
家
庭
訪
問
薄
暑
光

丹
羽

壽
子

薄
暑
行
く
舗
装
に
遅
々
と
吾
が
歩
巾佐

竹

悦
子

畑
手
入
れ
終
え
て
一
息
薄
暑
か
な前

田
千
代
子

明
治
村
巡
れ
ば
は
や
も
薄
暑
光

田
山
地
美
名

格
好
な
巣
造
り
探
訪
つ
ば
め
寄
る渡

辺
す
み
子

遠
足
の
し
ん
が
り
青
年
教
師
行
く安

藤

亮
子

春
風
や
瓦
礫
の
町
に
砂
煙
あ
げ

宮
下
喜
代
子

滾
り
落
つ
天
龍
峡
の
薄
暑
か
な

丹
羽

清
声

風
五
月
カ
ー
テ
ン
の
裾
ひ
る
が
え
り前

田

敏
子

山
鳩
の
水
飲
み
に
く
る
薄
暑
か
な土

川
喜
一
郎

根
力
で
育
て
る
バ
ラ
も
花
ぐ
ら
し土

田
千
惠
子

赤
線
を
引
い
て
心
に
き
ざ
む
文
字長

野

ま
す

揚
雲
雀
校
歌
に
な
っ
た
川
の
上

吉
田

雄
亮

汚
染
さ
れ
見
捨
て
る
農
へ
男
泣
き安

藤

久
子

他
愛
な
い
夢
の
話
で
朝
の
お
茶

平
尾

幸
助

ク
ラ
ス
会
桜
の
下
で
ダ
ン
ス
す
る日

比
野

文
子

草
む
し
り
日
焼
け
の
顔
は
地
黒
な
り天

野

信
和

昼
下
が
り
耳
を
つ
ん
ざ
く
鳧
の
声水

野

邦
子

年
輪
を
重
ね
し
夫
婦
メ
ロ
ン
食
む前

川

立
代

栴
檀
の
灰
な
香
り
人
集
め

大
野

正
子

空
洞
の
幹
に
咲
く
藤
濃
か
り
け
り近

藤

清
子

壺
す
み
れ
樹
々
の
間
の
青
き
空長

谷
川
す
ゞ
子

老
眼
を
下
げ
て
眺
が
む
る
軒
燕

葉
栗

晴
美

子
烏
の
初
飛
び
い
つ
し
よ
に
親
烏丹

羽
留
理
子

朱
省
門
茅
花
の
風
の
吹
き
抜
け
り土

川

照
恵

日
時

７
月
２３
日
貍

午
前
９
時
３０
分
か

ら
正
午
ま
で
（
雨
天
決
行
）

対
象

小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
生
ま
で

（
１０
名
程
度
）

内
容

遺
跡
と
土
器
の
説
明
を
し
た
後
、

勾
玉
作
成
キ
ッ
ト
で
各
自
勾
玉
を
製
作

し
ま
す
。
そ
の
後
、
遺
跡
分
布
調
査
の

一
部
を
体
験
す
る
た
め
、
町
内
の
遺
跡

で
土
器
片
採
取
し
て
、
資
料
館
に
持
っ

て
帰
り
ま
す
。
土
器
は
洗
っ
て
、
資
料

館
内
で
一
定
期
間
展
示
し
ま
す
。

持
ち
物

ビ
ニ
ー
ル
袋
、
い
ら
な
い
歯
ブ

ラ
シ
、
水
筒
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、
傘

（
雨
天
時
）

服
装

当
日
は
室
内
作
業
と
野
外
を
歩
く

た
め
、
動
き
や
す
い
服
装
で

申
込
み

７
月
１
日
貊
か
ら
歴
史
民
俗
資

料
館
で
受
け
付
け
ま
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
。（
先
着
順
）

夏
の
企
画
展
を
、
７
月
１６
日
貍
か
ら
９

月
１９
日
豺
（
祝
）
ま
で
開
催
し
ま
す
。

江
戸
時
代
か
ら
昭
和
初
期
を
中
心
に
、

奇
術
の
解
説
書
や
当
時
の
ポ
ス
タ
ー
を
展

示
し
ま
す
。
夏
休
み
は
、
展
示
資
料
を
収

集
お
よ
び
研
究
さ
れ
て
い
る
河
合
勝
氏
の

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
来
月
号
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
お
楽
し
み
に
。

歴
史
民
俗
資
料
館

ご
利
用
案
内

※
企
画
展
開
催
中
お
よ
び
小
中
学
校
の
夏

休
み
中
の
水
曜
日
は
開
館
い
た
し
ま
す
。

休
館
日

月
・
火
・
水
曜
日

※
祝
日
は
開
館

開
館
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

入
館
料

無
料

問
合
せ
先

蘂
９４
―
０
０
５
５

大
口
町
内
の
遺
跡
を
歩
こ
う
！

〜
遺
跡
の
お
話
を
き
い
て
、
勾
玉
づ
く

り
と
土
器
さ
が
し
に
挑
戦
し
よ
う
〜

予
告
！

夏
の
企
画
展

「
ザ
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
マ
ジ
ッ
ク

〜
河
合
勝
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〜
」



★今月のぬいとり 『かぶとむし』『朝顔』
『ドアラ』『サンリオキャラクター』

★今月のぬいとり 『かざぐるま』『キャンディー』
★野点
7月2日（土） 午前9時30分 定員 30名
費用 100円 申込み 先着順 持ち物 靴下
★やってみよう「わけリング」 7月11日（月）
午後4時から 7月25日（月） 午後2時から
★川柳の日 7月13日（水）、14日（木）
★北児童センターライブ
7月16日（土） 午後1時から

★ドッジボールの日 7月20日（水） 午後2時から
★製作の日「小麦粉粘土」 7月21日（木）、22日（金）
午後2時から 午前10時30分から

★体育あそび「二人三脚」 7月26日（火）午後2時から
★ドッチビーの日 7月29日（金） 午後2時から
★子育て支援
○コアラ広場
毎週月・金曜日 午前10時30分から11時30分
対象 3歳までの親子ならどなたでも参加できます。

○なかよし（北）
第1・3火曜日 午前10時30分から11時30分
対象 平成23年度満3歳になるお子さんとその親

★笹飾り作り
6月29日（水）、30日（木）、7月1日（金）
いずれも午後4時から5時

★七夕会＆ごへいもち作り （元気クラブ主催）
7月2日（土） 午前10時から11時30分 定員 30名
費用 50円 申込み 先着順

★川柳を詠もう 7月12日（火） 午後4時から5時
★ベビーマッサージ 7月12日（火） 午前10時30分から
11時30分 対象 2か月以上のベビー 参加費 500円
事前申込みが必要です

★おりがみ教室 7月16日（土） 午後1時30分から4時
★スライム作り 7月25日（月） 午後1時30分から3時
★運動あそび「わけリング」
7月28日（木） 午後4時から5時

★おやつ作り「カラフルゼリー」 （元気クラブ主催）
8月3日（水） 午後2時から3時 定員 40名
費用 50円 申込み 7月20日（水）から

★今月のぬいとり たくさんの種類を用意しています。
★子育て支援
○ちびっこ広場 ７月1日、4日、8日、11日、15日
午前10時30分から11時30分
対象 3歳までの親子ならどなたでも参加できます。

○なかよし（西）
７月5日、19日 午前10時30分から11時30分
対象 平成23年度満3歳になるお子さんとその親

★今月のあそび『竹馬』『ぬりえ』
★今月のぬいとり
『あさがお』『かいがら』『ピングー』『ピンガ』

★七夕会 7月7日（木） 午後4時から4時30分
★けん玉検定日
7月19日（火）、21日（木） 午後4時から5時

★チャレンジ「わなげとり」
7月20日（水） 午後2時から3時

★木のおもちゃ作り 7月21日（木）、22日（金）
午後1時30分から3時30分

★ぬりえ大会 7月25日（月） 午後1時30分から3時
★ソフトバレー（元気クラブ主催）
7月29日（金） 午後1時30分から3時30分

★流しそうめん
8月5日（金） 正午から午後1時 定員 30名
費用 100円 申込み 7月25日（月）から

★子育て支援
○めだか広場 ７月1日、4日、8日、11日、15日
午前10時30分から11時30分
対象 3歳までの親子ならどなたでも参加できます。

○なかよし（南）
第1・3火曜日 午前10時30分から11時30分
対象 平成23年度満3歳になるお子さんとその親

平成23年7月号20

7
の行事

南児童センター 蘂95-3528
北児童センター 蘂95-7141
西児童センター 蘂96-0481

海にはね かいがら ほたて なみの音（南小3年）
しょうがっこう ともだちいっぱい できたんだ（南小1年）
きゅうしょく とてもおいしい だいすきだ（南小1年）

月
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※写真と本文は関係ありません。

七夕

七夕は「たなばた」または「しちせき」とも読
み、古くからおこなわれている日本のお祭り行事
で、一年間の重要な節句をあらわす五節句のひと
つにも数えられています。
毎年7月7日の夜に、願いごとを書いた色とり

どりの短冊や飾りを笹の葉につるし、星にお祈り
をする習慣が今も残ります。
七夕の起源は「もともと日本の神事であった棚

機（たなばた）」と「おりひめとひこぼしの伝説」
と「奈良時代に中国から伝来した乞巧奠（きこう
でん）」などの行事があわさったものと言われて
います。

7月の園庭開放日

入
園
前
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の

方
、
保
育
園
へ
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

南
保
育
園

１２
日
貂

２１
日
貅

中
保
育
園

１２
日
貂

２１
日
貅

西
保
育
園

４
日
豺

２１
日
貅

北
保
育
園

５
日
貂

２１
日
貅

※
時
間
は
午
前
１０
時
か
ら
１１
時

大口町ほほえみプラザ大口町ほほえみプラザ大口町ほほえみプラザ大口町ほほえみプラザ大口町ほほえみプラザ

http://www14.ocn.ne.jp/~o-tra-ce/

健康文化センター健康文化センター健康文化センター健康文化センター健康文化センター

トレーニングセンター利用についてトレーニングセンター利用についてトレーニングセンター利用について

夏のキッズトライアル！

ほほえみプラザ 5階トレーニングセンター
午前9時から午後9時
問合せ先 蘂94―0057
※入会希望の方は、トレーニングセン
ターの会員登録をお願いします。会
員登録には顔写真が必要です。（スナ
ップ写真でもOK。縦30㎜×横25㎜）

夏休み
短期集中教室の
お知らせ

物が豊富な現代の子どもたちはテレビやゲームなど自宅で遊ぶ事が多く、運
動能力の低下が問題になっています。走る、跳ぶなどの基礎体力作りが大切な
この時期！ 学校とは違った運動で体を動かします。

日にち Ⅰ期 7月25日豺から28日貅 Ⅱ期 8月1日豺から4日貅 （どちらかを選択）
時間 午前9時から10時 小学４年生から６年生 午前10時15分から11時15分 小学１年生から3年生
定員 どちらも20名（先着順）
受講料 3,500円
持ち物 運動できる服装、帽子、着替え、タオル、水筒（多めに）
場所 ほほえみプラザ敷地内
講師 トレーニングセンター トレーナー（中村美穂子・津田雄太）
申込日 7月1日貊 午前9時30分から トレーニングセンターフロント
※詳細は、フロントまたはホームページをご覧ください。



大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
方
は
、

所
得
税
の
軽
減
・
免
除
が
受
け
ら
れ
、

税
務
署
で
手
続
き
を
お
こ
な
う
こ
と
で
、

所
得
税
が
還
付
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
他
、
源
泉
所
得
税
の
徴
収
猶

予
や
還
付
、
廃
車
と
な
っ
た
自
動
車
の

自
動
車
重
量
税
の
還
付
な
ど
の
特
例
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
最
寄
り
の
税
務

署
に
お
問
合
せ
い
た
だ
く
か
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
地
方
税
に
つ
い
て
も
、
住
民
税
、

固
定
資
産
税
、
自
動
車
税
等
の
特
例
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
役
場
税
務
課
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場

税
務
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
２
３
・
１
２
２

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nta.go.jp

被
災
地
の
自
治
体
へ
の
寄
附
金
、
自

治
体
を
通
じ
て
の
被
災
者
へ
の
義
援
金

は
「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」
と
し
て
住
民

税
・
所
得
税
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
や
中
央
共
同
募
金
会
等

へ
の
義
援
金
も
「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」

と
し
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
詳
し

く
は
総
務
省
東
日
本
大
震
災
関
連
情
報

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.soum

u.go.jp
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平
日
、
仕
事
の
都
合
等
で
税
金
を
納
め

ら
れ
な
い
方
の
た
め
に
、
税
務
課
収
納
窓

口
の
延
長
お
よ
び
開
設
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時

▽
７
月
２２
日
貊

午
後
７
時
ま
で
延
長

▽
７
月
３
日
豸
、
２４
日
豸

午
前
１０
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
開
設

場
所

役
場

税
務
課

※
役
場
正
面
玄
関
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場

税
務
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
１
８

建
替
え
・
老
朽
化
に
よ
り
家
屋
を
取
り

壊
し
た
と
き
は
、
登
記
の
し
て
あ
る
家
屋

は
法
務
局
で
滅
失
登
記
を
、
登
記
の
し
て

い
な
い
家
屋
は
役
場
税
務
課
へ
取
り
壊
し

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場

税
務
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
２
３

今
年
中
に
新
築
・
増
築
し
た
物
件
に
つ

い
て
は
、
来
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
の
課

税
対
象
と
な
る
た
め
、
６
月
か
ら
家
屋
調

査
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
建
物
の
構
造
や
使
用
資
材
を

調
査
し
て
、
来
年
度
の
固
定
資
産
税
を
算

出
す
る
た
め
の
も
の
で
、
事
前
に
調
査
日

時
を
調
整
し
、
当
日
は
職
員
が
訪
問
し
て

お
こ
な
い
ま
す
。

調
査
時
に
は
、
家
の
中
に
入
ら
せ
て
い

た
だ
き
、
図
面
な
ど
の
書
類
や
各
部
屋
を

見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

役
場

税
務
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
２
３

収収
納納
窓窓
口口
のの
延延
長長
・・
開開
設設

家家
屋屋
をを
取取
りり
壊壊
しし
たた
らら

家家
屋屋
調調
査査
にに
ごご
協協
力力
をを

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害

を
受
け
ら
れ
た
方
へ

税
金
関
係
の
お
知
ら
せ

あ
な
た
の
「
ふ
る
さ
と
寄
附

金
」
が
被
災
地
支
援
に

大口町の汚水処理施設の整備を効果的
に実施するため、人口減少等の社会情勢
の変化を踏まえ、平成15年度に策定し
た「大口町汚水適正処理構想」の見直し
を進めております。見直しについて皆さ
んからの意見を募集します。寄せられた
意見は構想の参考とさせていただき、取
りまとめてホームページにて公表しま
す。※個別の回答はしません。
応募期間
7月1日貊から29日貊
閲覧方法 大口町都市整備課または町ホ
ームページ

提出方法 住所、氏名、連絡先を記入の
上、下記の方法で提出してください。
（様式不問）
①都市整備課窓口
②郵送 〒480ー0144 大口町下小口7
丁目155 大口町役場都市整備課宛

③ファックス 薨95ー1030
④メール tosiseibi@town.oguchi.lg.jp

大口町汚水適正処理構想（案）に関す
る意見募集
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早わかり！図解知っておきたい！！放射能と原子力 橋本久義／監修 熊丸由布治／監修
地震停電放射能みんなで生き抜く防災術 東日本大震災から私たちが学んだこと

小学館防災チーム／編
食卓にあがった放射能 高木仁三郎／著 渡辺美紀子／著
東大放射線と放射能 図解雑学 安斎育郎／著
放射能汚染から命を守る最強の知恵 玄米、天然味噌、天然塩で長崎の爆心地でも生き残った70名

阿部一理／共著 堀田忠弘／共著
日本の原発、どこで間違えたのか 内橋克人／著
日本の原発危険地帯 鎌田慧／著

特集 東日本大震災 放射線・放射能と原子力編

図書館HP http://www.lib.oguchi.aichi.jp/
携帯電話からの資料検索 http://ilis.lib.oguchi.aichi.jp/mobile.html

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歌
謡
コ
ン
サ
ー
ト
」

全
７
巻

「
お
お
ぐ
ち
の
む
か
し
ば
な

し
」
２
枚
組

な
じ
み
の
歌
番
組
で
歌

わ
れ
た
歌
が
そ
の
ま
ま
Ｃ

Ｄ
で
聴
け
ま
す
。

本
・
雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル

日
時

２
日
貍

午
前
９
時
か
ら

場
所

図
書
館
の
階
段
入
口
付
近

今
月
の
休
館
日

４
日
豺

１１
日
豺

１４
日
貅

１９
日
貂

２５
日
豺

※
１４
日
貅
は
、
館
内
整
理
日
で
す
。

※
１８
日
豺
海
の
日
は
開
館
し
ま
す
。

開
館
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

問
合
せ
先

蘂
９５
―

３
９
９
９

◆
◆

新
着
Ｄ
Ｖ
Ｄ
＆
Ｃ
Ｄ
コ
ー
ナ
ー
◆
◆

【
７
月
２
日
貍
に
並
び
ま
す
】

伝
承
さ
れ
て
い
る
昔
話
が
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
で
見
ら
れ
ま
す
。（
特
）
子
ど

も
と
文
化
の
森
の
企
画
作
品
で
す
。

〈
小
学
校
低
学
年
〉

も
の
す
ご
く
お
お
き
な
プ
リ
ン
の
う
え
で

二
宮
由
紀
子
／
文

ア
リ
ク
イ
に
お
ま
か
せ

竹
下
文
子
／
作

が
っ
こ
う
か
っ
ぱ
の
イ
ケ
ノ
オ
イ

山
本
悦
子
／
作

エ
デ
ィ
の
や
さ
い
ば
た
け

サ
ラ

ガ
ー
ラ
ン
ド
／
作

〈
小
学
校
中
学
年
〉

ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
食
卓

吉
田
道
子
／
作

忘
れ
な
い
よ
リ
ト
ル
・
ジ
ョ
ッ
シ
ュ

マ
イ
ケ
ル
・
モ
ー
ハ
ー
ゴ
／
作

わ
た
く
し
の
と
く
べ
つ
な
場
所

パ
ト
シ
リ
ア
・
マ
キ
サ
ッ
ク
／
文

ホ
ス
ピ
タ
ル
ク
ラ
ウ
ン
・
Ｋ
ち
ゃ
ん
が
行
く

あ
ん
ず
ゆ
き
／
文

〈
小
学
校
高
学
年
〉

こ
ど
も
電
車

岡
田
潤
／
作

天
風
（
て
ん
か
ぜ
）
の
吹
く
と
き

福
明
子
／
作

犬
ど
ろ
ぼ
う
完
全
計
画

バ
ー
バ
ラ
・
オ
コ
ー
ナ
ー
／
作

ク
ジ
ラ
と
海
と
ぼ
く

水
口
博
也
／
文

第57回
青少年読書感想文全国コンクール課題図書

な
つ
や
す
み
お
は
な
し
会

日
時

７
月
１６
日
貍

午
前
１０
時
３０
分
か
ら
１１
時
３０
分

場
所

中
央
公
民
館
２
階

研
修
視
聴
覚

室
内
容

本
の
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
な
ど

※
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

「
課
題
図
書
」
貸
出
開
始

実
施
期
間

７
月
１６
日
貍
か
ら
８
月
３１
日
貉

貸
出
期
間

１
週
間
（
延
長
で
き
ま
せ
ん
）

貸
出
点
数

１
人
１
点
ま
で

※
予
約
は
１
人
１
冊
で
す
。

家庭での節電対策に、
利用してみませんか。

学習スペースの開放

本との出会い ゆたかな時間



日
時

７
月
２７
日
貉

午
前
１０
時
か
ら
午
後
２
時
１５
分

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階

相
談
室

相
談
対
象

１８
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を

お
持
ち
の
方

※
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

７
月
２７
日
貉

午
後
１
時
か
ら

３
時

場
所

役
場
１
階

相
談
室

相
談
員

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士

主
な
相
談
内
容

▽
売
買
、
相
続
、
贈
与
等
に
よ
る
権
利

の
移
転
登
記

▽
抵
当
権
等
担
保
に
関
す
る
登
記

▽
会
社
の
設
立
ま
た
は
変
更
の
登
記

▽
成
年
後
見
に
関
す
る
こ
と

▽
建
物
の
新
増
築
や
取
り
壊
し
、
土
地

の
地
目
変
更
・
分
筆
合
筆
お
よ
び
地

積
更
正
の
登
記

日
時
お
よ
び
担
当
相
談
員

▽
７
月
６
日
貉

午
前
１０
時
か
ら
正
午
、

午
後
１
時
か
ら
３
時
３０
分

女
性
相

談
員
、
母
子
自
立
支
援
員

▽
７
月
１３
日
貉

午
後
１
時
３０
分
か
ら

３
時
３０
分

知
的
相
談
員
、
身
障
相

談
員

▽
７
月
２０
日
貉

午
前
１０
時
か
ら
正
午
、

午
後
１
時
か
ら
３
時
３０
分

女
性
相

談
員

▽
７
月
２７
日
貉

午
後
１
時
３０
分
か
ら

３
時
３０
分

高
齢
・
障
が
い
者
の
弁

護
士
相
談
日

※
弁
護
士
相
談
は
予

約
制（
予
約
は
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
）

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

社
会

福
祉
協
議
会

相
談
室

日
時

７
月
１９
日
貂

午
前
９
時
か
ら
正
午

場
所

役
場
１
階

相
談
室

相
談
員

消
費
生
活
相
談
員

電
話
相
談

中
央
県
民
生
活
プ
ラ
ザ

蘂
０
５
２
―

９
６
２
―

０
９
９
９

尾
張
県
民
生
活
プ
ラ
ザ

蘂
０
５
８
６
―

７１
―

０
９
９
９

日
時

７
月
２０
日
貉

午
後
６
時
か
ら
９
時

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
４
階

相
談
員

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
『
ク
レ
サ
ラ
あ

し
た
の
会
』
の
司
法
書
士
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

主
な
相
談
内
容

▽
ク
レ
ジ
ッ
ト
サ
ラ
金
問
題

▽
借
入
に
頼
っ
た
生
活
の
見
直
し

▽
借
入
金
法
的
整
理
後
の
生
活
再
建
支
援

▽
ヤ
ミ
金
、
架
空
請
求
、
悪
質
商
法

※
相
談
の
際
に
は
契
約
書
等
借
入
の
分

か
る
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
予
約
制
で
す
。
相
談
希
望
の
方
は
、

前
日
ま
で
に
町
民
安
全
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

学
校
に
来
ら
れ
な
い
児
童
・
生
徒
の

心
の
居
場
所
と
し
て
自
立
を
支
援
す
る

た
め
、
相
談
・
指
導
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

午
前
９

時
か
ら
午
後
３
時
（
祝
日
除
く
）

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

対
象

小
中
学
生
で
、
学
校
へ
行
き
た

く
て
も
登
校
で
き
な
い
児
童
・
生
徒

を
持
つ
方
等
と
児
童
・
生
徒
本
人

問
合
せ
先

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
お
お
ぐ

ち

蘂
９５
ー

７
７
７
３（
入
室
希
望
は
、

学
校
教
育
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

日
時

７
月
２１
日
貅

午
後
１
時
か
ら
４
時

場
所

役
場
１
階

会
議
室

※
前
日
ま
で
に
窓
口
ま
た
は
、
電
話
で

予
約
さ
れ
た
方
が
優
先
で
す
。

日
時

７
月
１
日
貊

午
前
１０
時
３０
分

か
ら
１１
時
３０
分

場
所

憩
い
の
四
季

娯
楽
室

※
福
祉
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象

お
お
む
ね
６０
歳
以
上
の
方

内
容
お
よ
び
講
師

健
康
講
座
「
自
宅
で
出
来
る
簡
単

（
な
が
ら
）
運
動
」

ウ
ィ
ル
大
口
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

指

導
員

浜
田
慎
也
さ
ん

講
習
会
・
教
室

講
習
会
・
教
室

さ
く
ら
大
学（
高
齢
者
教
室
）

温
水
プ
ー
ル
２
階
／
生
涯
学
習
課

95
ー
３
１
５
５

蘂
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無
料
相
談

無
料
相
談

家
庭
児
童
相
談

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

94
ー
１
２
２
２

蘂

心
配
ご
と
相
談

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階
／
社
会
福
祉
協
議
会

94
―
０
０
６
０

蘂

多
重
債
務
者
相
談

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂

消
費
生
活
相
談

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂

登
記
相
談

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂

法
律
相
談

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
お
お
ぐ
ち

中
央
公
民
館
２
階
／
学
校
教
育
課

95
ー
４
４
４
６

蘂



レ
ー
ス
や
布
で
、
あ
な
た
だ
け
の
コ

サ
ー
ジ
ュ
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
と
め
る

ピ
ン
と
は
さ
む
タ
イ
プ
両
方
付
き
な
の

で
、
帽
子
か
ら
カ
バ
ン
ま
で
お
好
き
な

と
こ
ろ
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時

７
月
２３
日
貍

午
後
１
時
３０
分

か
ら
３
時

場
所

中
央
公
民
館
２
階

Ｃ
教
室

対
象

小
学
校
５
年
生
以
上

講
師

大
口
町
文
化
協
会

さ
く
ら
キ

ル
ト
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん

持
ち
物

裁
縫
用
具
を
用
意
で
き
る
方

は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

費
用

５
０
０
円
（
材
料
費
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
随
時

参
加
で
き
ま
す
。

日
時

７
月
２１
日
貅

▽
午
前
の
部

午
前
１０
時
か
ら
正
午

▽
午
後
の
部

午
後
１
時
か
ら
３
時

場
所

五
条
川
左
岸
浄
化
セ
ン
タ
ー

※
自
家
用
車
等
で
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象

小
学
４
か
ら
６
年
生
（
保
護
者

同
伴
）

内
容

顕
微
鏡
に
よ
る
微
生
物
の
観
察

や
簡
易
な
水
質
測
定
の
実
験
な
ど
、

下
水
道
に
つ
い
て
楽
し
く
親
子
で
学

習
し
ま
す
。

定
員

各
１０
組
（
先
着
順
）

費
用

無
料

持
ち
物

子
ど
も
用
の
上
履
き
（
大
人

用
の
ス
リ
ッ
パ
は
用
意
し
ま
す
）

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

五
条
川
左
岸
浄
化
セ
ン
タ
ー

蘂
０
５
６
８
ー

７５
ー

２
９
１
１

日
時

７
月
１０
日
豸

午
後
１
時
３０
分

か
ら
３
時
３０
分

場
所

町
民
会
館
２
階

ホ
ー
ル

主
催

豊
淑
五
民
踊
同
好
会

講
師

大
口
町
文
化
協
会
所
属

安
藤

豊
淑
五

費
用

無
料

※
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。
随
時
参

加
で
き
ま
す
。

江
南
厚
生
病
院
で
は
、
地
域
住
民
の

方
に
自
由
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
講

座
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

日
時

７
月
２７
日
貉

午
後
１
時
３０
分

か
ら
２
時
３０
分

内
容

よ
く
わ
か
る
！
お
口
の
病
気
〜
早

期
発
見
、
早
期
治
療
が
大
切
で
す
〜

講
師

歯
科
口
腔
外
科

安
井
昭
夫
医
師

場
所

江
南
厚
生
病
院

２
階
講
堂

問
合
せ
先

江
南
厚
生
病
院

医
療
福

祉
相
談
室

蘂
５１
―

３
３
３
３

在
庫
管
理
の
た
め
の
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
２
０
０
３

日
時

９
月
３
日
貍

午
前
９
時
１０
分

か
ら
午
後
４
時
３０
分

９
月
４
日
豸

午
前
９
時
１０
分
か
ら

午
後
３
時
４０
分

内
容

関
数
、
複
合
グ
ラ
フ
、
ピ
ボ
ッ
ト

テ
ー
ブ
ル
の
作
成
、
マ
ク
ロ
機
能
等

受
講
料

２
３
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
別

募
集
期
間

７
月
１
日
貊
か
ら
８
月
１８
日
貅

※
往
復
は
が
き
に
コ
ー
ス
名
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電

話
番
号
を
記
入
し
、
左
記
の
宛
先
に

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
４
９
１
―

０
１
１
３

一
宮
市
浅
井

町
西
浅
井
字
北
山
７
６
２
―

１

愛
知
県
立
一
宮
高
等
技
術
専
門
学
校

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
担
当

採
用
種
目

①
一
般
曹
候
補
生

②
自

衛
官
候
補
生

③
航
空
学
生

応
募
資
格

①
②
１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
の
方

③
高
卒
見
込
み
含
む
２１
歳
未
満
の
方

試
験
期
日

①
②
（
男
子
）
９
月
１７
日

貍
②
（
女
子
）
９
月
２５
日
豸
か
ら
２８

日
貉
③
９
月
２３
日
貊

採
用
期
間

①
か
ら
③
と
も
平
成
２４
年

３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬

受
付
期
間

①
か
ら
③
と
も
８
月
１
日

豺
か
ら
９
月
９
日
貊
締
切
日
必
着

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

自
衛
隊
愛

知
地
方
協
力
本
部

小
牧
地
域
事
務

所

蘂
０
５
６
８
―

７３
―

２
１
９
０

レ
ー
ス
で
夏
の
キ
ル
ト
教
室

温
水
プ
ー
ル
２
階
／
生
涯
学
習
課

95
ー
３
１
５
５

蘂

盆
踊
り
講
習
会

温
水
プ
ー
ル
２
階
／
生
涯
学
習
課

95
ー
３
１
５
５

蘂

夏
休
み
親
子
下
水
道
教
室

役
場
／
都
市
整
備
課

95
ー
１
１
１
１

内
線
１
７
６

蘂
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２
０
１
１
年
度
公
開
医
療
福
祉
講
座

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
健
康
生
き
が
い
課

94
ー
０
０
５
１

蘂

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

役
場
／
地
域
振
興
課

95
ー
１
１
１
１

内
線
１
１
７

蘂

募

集

募

集

自
衛
官
募
集

役
場
／
行
政
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
８
３

蘂



い
ぬ
や
ま
ｅ
―

パ
ソ
コ
ン
基
礎
②
コ
ー
ス

日
時
９
月
５
日
豺
か
ら
１０
月
２０
日
貅

（
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
）

午
前
９
時
３０
分
か
ら
午
後
３
時
３０
分

場
所

犬
山
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

内
容

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
か
ら
応
用
ま

で
の
技
術
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

対
象

障
害
者
手
帳
所
持
者
（
身
体
・

精
神
）
弱
視
を
含
む
車
椅
子
の
方
は

不
可

定
員

７
名
（
面
接
で
選
考
）

受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
１
０
０

０
円
は
徴
収
し
ま
す
）

募
集
期
間

８
月
８
日
豺
ま
で

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

公
共
職
業
安
定
所
ま
た
は
愛
知
障
害

者
職
業
能
力
開
発
校

蘂
０
５
３
３
―

９３
―

２
１
０
２

来
年
４
月
に
小
中
学
校
、
高
校
に
入

学
予
定
で
障
が
い
の
あ
る
と
お
も
わ
れ

る
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、

養
護
学
校
体
験
入
学
を
お
こ
な
い
ま
す
。

●
一
宮
東
養
護
学
校

実
施
日

小
学
校

９
月
２７
日
貂
、
１０
月
６
日
貅

中
学
校

９
月
１３
日
貂
、
２２
日
貅

対
象

知
的
な
発
達
の
遅
れ
や
、
情

緒
に
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん

申
込
先

蘂
０
５
８
６
―

５１
―

５
３
１
１

●
小
牧
養
護
学
校

実
施
日

小
中
学
校

９
月
２８
日
貉
、

１０
月
２５
日
貂

対
象

手
足
の
不
自
由
な
お
子
さ
ん

申
込
先

蘂
０
５
６
８
―

７３
―

７
６
６
１

●
大
府
養
護
学
校

実
施
日

小
中
高
校

１０
月
２１
日
貊
、

１１
月
１６
日
貉

対
象

慢
性
の
呼
吸
器
系
疾
患
な
ど
の

病
気
で
入
院
し
て
い
る
お
子
さ
ん

申
込
先

蘂
０
５
６
２
―

４８
―

５
３
１
１

※
各
養
護
学
校
へ
直
接
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
体
験
入
学
日
以
外

で
も
随
時
相
談
に
応
じ
ま
す
。

大
口
町
の
青
少
年
が
心
身
と
も
に
明

る
く
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、
子

を
持
つ
全
て
の
親
、
全
て
の
町
民
の
願

い
で
す
。
し
か
し
、
深
夜
徘
徊
の
増
加
、

出
会
い
系
喫
茶
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
等

に
よ
り
青
少
年
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ

る
事
件
が
起
き
る
等
憂
慮
す
べ
き
状
況

に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
県
下
一
斉
に
７
月
１
日
貊

か
ら
８
月
３１
日
貉
ま
で
を
「
青
少
年
の

非
行
・
被
害
防
止
に
取
り
組
む
県
民
運

動
」
の
夏
期
運
動
期
間
と
し
て
、
青
少

年
の
非
行
防
止
に
対
す
る
意
識
の
高
揚

や
有
害
環
境
の
浄
化
活
動
の
推
進
等
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

次
代
を
担
う
青
少
年
を
非
行
か
ら
守

る
た
め
に
家
庭
、
学
校
、
地
域
社
会
の

そ
れ
ぞ
れ
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
認
識

し
、
と
も
に
力
を
合
わ
せ
、
青
少
年
の

健
全
育
成
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

大
口
町
青
少
年
問
題
協
議
会

国
民
年
金
保
険
料
を
経
済
的
な
理
由

か
ら
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、

全
額
ま
た
は
一
部
を
免
除
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
平
成
２３
年
７
月
か
ら
平
成

２４
年
６
月
分
の
免
除
と
猶
予
の
申
請
を

７
月
１
日
貊
か
ら
受
付
け
ま
す
。
い
ず

れ
の
制
度
も
申
請
し
て
承
認
を
受
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
希
望
す
る
方
は
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象

自
営
業
者
等
、
国
民
年
金
第
一

号
被
保
険
者
で
所
得
が
少
な
い
方

（
申
請
者
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の

２２
年
中
の
所
得
が
基
準
以
下
）
や
失

業
・
天
災
な
ど
に
よ
り
納
付
が
困
難

な
方
。
た
だ
し
、
３０
歳
未
満
の
方
の

た
め
の
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
に
世

帯
主
の
所
得
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
場
所

大
口
町
役
場
戸
籍
保
険
課

窓
口

必
要
書
類

年
金
手
帳
・
印
鑑
・
失
業

の
方
は
離
職
票
ま
た
は
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
、
平
成
２３
年
１
月
２
日

以
降
に
転
入
し
た
方
は
、
２２
年
中
の

所
得
が
分
か
る
も
の
（
平
成
２２
年
の

源
泉
徴
収
票
、
確
定
申
告
書
の
写
し
、

控
除
額
の
掲
載
が
あ
る
前
住
所
地
の

２３
年
度
の
所
得
証
明
書
の
い
ず
れ
か
）

が
必
要
で
す
。

そ
の
他

７
月
中
は
、
平
成
２２
年
７
月

以
降
の
未
納
分
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
申

請
で
き
ま
す
。（
平
成
２２
年
１
月
２
日

以
降
の
転
入
者
は
、
平
成
２１
年
中
の

所
得
が
分
か
る
も
の
が
必
要
）

国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
の
申
請

役
場
／
戸
籍
保
険
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
５
３

蘂
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そ
の
他

そ
の
他

愛
知
県
障
害
者
委
託
訓
練

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

94
ー
１
２
２
２

蘂

４
月
１
日
付
で
今
枝
達
夫
さ
ん
（
下

小
口
）
が
総
務
大
臣
か
ら
行
政
相
談
委
員

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
７
期
目
で
、

新
た
に
２
年
間
の
任
期
と
な
り
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
の
委
託

県
立
養
護
学
校
体
験
入
学

中
央
公
民
館
２
階
／
学
校
教
育
課

95
ー
４
４
４
６

蘂

青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
む
県
民
運
動

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂



来
年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
予

定
で
、
お
子
さ
ん
の
障
が
い
や
成
長
の

こ
と
で
不
安
を
感
じ
て
い
る
保
護
者
の

方
を
対
象
に
就
学
相
談
窓
口
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

対
象
者

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者

①
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん

②
知
的
発
達
に
遅
れ
が
み
ら
れ
る
お
子

さ
ん

③
情
緒
面
に
不
安
の
あ
る
お
子
さ
ん

④
障
が
い
で
は
な
い
が
、
成
長
・
発
達

に
遅
れ
が
み
ら
れ
る
お
子
さ
ん

⑤
病
弱
・
身
体
虚
弱
の
お
子
さ
ん

相
談
方
法

●
電
話
ま
た
は
学
校
教
育
課
窓
口

●
必
要
に
応
じ
て
小
学
校
の
学
校
見
学

相
談
日
時

毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
１５
分

※
祝
日
及
び
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く

町
内
の
子
育
て
団
体
に
よ
る
手
遊
び

や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
お
こ
な

い
ま
す
。
親
子
で
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、

情
報
交
換
の
場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
事
前
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

日
時

７
月
４
日
豺

正
午
か
ら
午
後
１
時
３０
分

場
所

大
口
中
学
校
１
階

多
目
的

持
ち
物

お
弁
当
、
大
人
用
ス
リ
ッ
パ
、

お
昼
寝
の
用
意
、
汚
れ
物
を
入
れ
る

袋
（
必
要
に
応
じ
て
）

日
時

７
月
２５
日
豺

午
前
１０
時
か
ら
１１
時
３０
分

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

プ
レ

イ
ル
ー
ム

※
大
口
中
学
校
へ
お
越
し
の
際
は
、
体

育
館
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
多
目
的
室
へ
は
校
舎
北
側
に

あ
る
「
地
域
開
放
玄
関
」
よ
り
お
入

り
頂
け
ま
す
。

種
目

①
責
任
技
術
者
試
験
②
責
任
技

術
者
試
験
受
験
講
習
③
責
任
技
術
者

更
新
講
習

日
時

①
１１
月
２７
日
豸

午
後
１
時
か
ら

３
時
３０
分

②
９
月
１０
日
貍

午
前
１０

時
２０
分
か
ら
午
後
４
時

③
１０
月
２５
日

貂

午
前
１０
時
３０
分
か
ら
正
午
ま
た
は

午
後
１
時
３０
分
か
ら
３
時

受
付
期
間

①
②
７
月
１
日
貊
か
ら
８
月
１
日
豺

③
８
月
１
日
豺
か
ら
９
月
１５
日
貅

受
付
お
よ
び
問
合
せ
先

名
古
屋
上
下
水
道
総
合
サ
ー
ビ
ス

蘂
０
５
２
ー

４
８
３
ー

１
７
０
１

日
時
７
月
１９
日
貂

午
前
９
時
３０
分
か
ら
１１
時

※
毎
月
第
３
火
曜
日
の
同
時
間
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

※
保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
４５
歳
以
上

の
方
を
特
に
募
集
し
て
い
ま
す
。

場
所

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
会
議
室

対
象

４５
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲

の
あ
る
方

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を

支
え
る
地
域
の
力

江
南
市
保
護
司
会
・
大
口
町
更
生
保

護
女
性
会
で
は
、
名
古
屋
ダ
ル
ク
デ
イ

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
代
表
の
芝
真
也
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
、
講
演
会
『
全
国
に
コ
ダ

マ
す
る
「
ダ
メ
。
ぜ
ッ
タ
イ
。」
の
合
言

葉
』
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

７
月
１７
日
豸

午
後
２
時
か
ら

４
時

入
場
料

無
料

場
所

岩
倉
市
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

い
よ
い
よ
夏
本
番
で
す
。
例
年
こ
の

時
期
は
猛
暑
や
夏
の
解
放
感
か
ら
、
ス

ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
や
飲
酒
運
転
に
よ

る
事
故
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
は
夏
休
み
に
入
る
た
め
外
出

の
機
会
が
増
え
、
ま
た
高
齢
者
は
暑
さ

で
体
力
・
判
断
力
の
低
下
が
心
配
さ
れ

ま
す
。
交
通
事
故
を
防
止
し
、
み
ん
な

が
楽
し
い
夏
と
す
る
た
め
に
、
安
全
運

転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

運
動
期
間

７
月
１１
日
豺
か
ら
７
月
２０
日
貉

運
動
の
重
点

※
子
ど
も
や
高
齢
者
を

交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う
※
飲
酒
運
転

を
根
絶
し
よ
う
※
す
べ
て
の
座
席
で

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
を
正
し
く
着
用
し
よ
う

今
月
は
福
祉
手
当
の
振
込
月
で
す
。
４

月
か
ら
７
月
分
の
手
当
が
７
月
２５
日
豺
に

希
望
金
融
機
関
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。
受

給
者
の
方
は
通
帳
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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親
子
ふ
れ
あ
い
広
場

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

94
ー
１
２
２
２

蘂

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
・
講
習
日
程

役
場
／
都
市
整
備
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
７
６

蘂

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
会
員
入
会
説
明
会

（社）
大
口
町
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー・ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

95
―
８
１
０
１

蘂

就
学
相
談

中
央
公
民
館
２
階
／
学
校
教
育
課

95
ー
４
４
４
６

蘂

第
６１
回

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
講
演
会

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

94
ー
１
２
２
２

蘂

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂
大
口
町
福
祉
手
当

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

94
ー
１
２
２
２

蘂
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あなたの身のまわりの「まちの話題」をお寄せください。
問合せ先 役場 地域振興課 蘂95-1111 内線117
※「まちの話題」は「大口町NPO団体登録ZOOM」が取材・編集をおこなっています。

6
7

マ
タ
ニ
テ
ィ
講
座

布
絵
本
づ
く
り

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
み
ー
ぽ
け
っ
と

火

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま

み
ー
ぽ
け
っ
と
主
催
の
『
布
絵
本
づ
く
り
』

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

仕
掛
け
絵
本
の
よ
う
な
手
づ
く
り
絵

本
。
フ
エ
ル
ト
生
地
に
立
体
的
な
パ
ー
ツ

を
一
つ
ひ
と
つ
縫
い
つ
け
ま
す
。

「
裁
縫
は
苦
手
で
す
が
、
先
輩
マ
マ
さ

ん
の
話
を
聞
き
な
が
ら
楽
し
く
で
き
ま
し

た
。
完
成
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
」
と
、

参
加
し
た
桜
井
さ
ん
。

生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
が
ペ
ー
ジ
を

め
く
る
姿
を
想
像
し
な
が
ら
、
針
を
進
ま

せ
る
楽
し
み
は
、
他
の
絵
本
で
は
味
わ
え

な
い
特
別
な
も
の
で
す
ね
。
現
在
、
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
途
中
参
加
で
も

講
師
が
完
成
ま
で
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

5
15

和
太
鼓
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

中
央
公
民
館

日

中
央
公
民
館
で
、
尾
張
太
鼓
主
催
の

『
和
太
鼓
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
』

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

尾
張
太
鼓
の
メ
ン
バ
ー
で
、
東
日
本
大

震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に
、
演
奏
者
と

し
て
何
が
で
き
る
か
話
し
合
い
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
く
こ
と
に
。

当
日
は
５
０
０
名
ほ
ど
の
方
が
来
場
。

思
い
を
込
め
た
演
奏
に
熱
い
拍
手
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
義
援
金
４２
万
７
９

３
円
は
コ
ン
サ
ー
ト
翌
日
に
日
本
赤
十
字

へ
送
ら
れ
ま
し
た
。「
こ
れ
か
ら
も
た
く

さ
ん
の
人
に
『
笑
顔
と
元
気
』
を
届
け
る

た
め
、
和
太
鼓
の
演
奏
活
動
を
続
け
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
尾
張
太

鼓

徳
永
晴
信
さ
ん
。

日時 6月7日（火）から7月19日（火）まで
全7回 （2,000円材料費込み）

時間 午前10時から11時30分
場所 ほほえみプラザ４階ふれあい２・３
※材料は裁断済み、縫う作業だけです。
問合せおよび申込み
NPO法人まみーぽけっと 090-9125-6804



憩
い
の
四
季
へ
感
謝
状

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ

5
21
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5
24
火

地
域
防
犯
活
動
へ
の
感
謝
状

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ

5
23
月

北
児
童
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
が
お
こ
な
わ

れ
、
日
頃
児
童
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
や
、
地
域
の
人
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

園
庭
で
は
、
元
気
ク
ラ
ブ
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
学
生
が
模
擬
店
を
出
店
。
屋
内
で

は
、
６
年
生
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
『
ま
と

あ
て
』
等
の
催
し
を
考
え
て
準
備
を
し
、

当
日
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
し
て

い
ま
し
た
。

ど
の
ブ
ー
ス
も
長
い
行
列
が
で
き
る
ほ

ど
大
盛
況
。「
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
が
楽
し

み
だ
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
み
た
い
！
」

と
、
お
友
達
と
遊
び
に
き
た
３
年
生
女
の

子
。

元
気
は
つ
ら
つ
！

北
児
童
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

北
児
童
セ
ン
タ
ー

土

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
で
、
大
口
町
交
通
安

全
推
進
協
議
会
委
員
総
会
が
お
こ
な
わ

れ
、
交
通
安
全
推
進
の
た
め
北
小
学
校
区

の
児
童
と
高
齢
者
の
交
通
安
全
防
止
に
取

り
組
ん
だ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

憩
い
の
四
季

（
理
事
長

酒
井
貞
夫
さ
ん
）
に
森
町
長

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

町
内
で
は
、
平
成
２２
年
度
中
に
発
生
し

た
交
通
事
故
件
数
は
人
身
事
故
２
５
７

件
、
物
損
事
故
９
９
９
件
で
し
た
。
交
通

事
故
を
防
止
す
る
に
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
、

自
転
車
利
用
者
、
歩
行
者
が
交
通
ル
ー
ル

を
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
悲
惨
な
交
通

事
故
の
被
害
者，

加
害
者
を
出
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

大
口
町
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
協
議
会

代
表
者
会
に
て
、
三
輪
勝
彦
さ
ん
（
大
屋

敷
）
に
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
、
地
域
防
犯
活
動
で
大
活
躍
、

『
火
の
用
心
！

カ
チ
カ
チ
』
で
お
な
じ

み
の
、
拍
子
木
４４
組
を
自
ら
製
作
し
、
ご

寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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町
制
50
周
年
記
念
事
業
を

企
画
運
営
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

50
周
年
記
念
事
業
推
進
委
員
を
募
集
!!

50
周
年
記
念
事
業
推
進
委
員
を
募
集
!!

・大口町の50周年をみんなで祝おうという想いのある方
・記念式典の企画・運営に興味のある方
・事業の企画立案やそのサポートに関心のある方

問合せ先および応募先
〒480-0144 大口町下小口七丁目155番地 大口町役場
50周年記念事業事務局 蘂95-1111（内線185、186）FAX 0587-95-1030
E-mail：50syuunen@town.oguchi.lg.jp 50

そこで、

など、まちに熱い気持ちをお持ちの方を推進委員として募集します。
推進委員会では

申込方法

興味、関心のある方は、お気軽にお問い合わせください。

大口町と「まちづくりを考える会」主催の「大口
町地域自治セミナー」が、ほほえみホールで6月4日
貍に開催されました。
第１部では「いま求められる地域のチカラ～あな

たの地域から『おおぐち』を変える～」と題し、分
権と少子高齢化という時代背景から、今、地域のチ
カラが求められること等、新しい地域自治組織の必
要性等について四日市大学教授の岩崎恭典さんの基
調講演がおこなわれました。
第２部では「新たな地域自治の姿を描く」と題し、

まちづくりを考える会が検討した「大口町における

新しい地域自治組織の具体的イメージ」の概略を説
明後、コーディネーターに岡田敏克氏を迎え、「ま
ちづくりを考える会」の3人と岩崎先生による座談
会をおこない、これまでの検討過程で見えてきたこ
と等を語り合いました。
第3部では「地域自治への想いを語る」と題し、

基調講演や座談会を聞いての意見や感想、質問や疑
問についてグループワークをおこないました。
今後、「まちづくりを考える会」では、昨年12月の

中間報告後検討してきた「大口町における新しい地域
自治組織の具体的イメージ」について各地域で意見交
換会を実施していきますので皆さんご参加ください。
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ゴ
ル
フ
と
歴
史
が
好
き
で
す
。

荻
原

愛
さ
ん

（
余
野
）

Ｈ
２
・
２
・
１９
生

趣
味
は
ゴ
ル
フ
！

大
学
一
年
か
ら
ゴ
ル
フ
を
始
め

ま
し
た
。
サ
ー
ク
ル
仲
間
と
行
っ

た
り
、
父
と
そ
の
友
人
の
三
人
で

回
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ゴ
ル
フ
で
私
が
気
に
入
っ
て
い

る
の
は
、
18
ホ
ー
ル
と
段
階
が
細

か
く
き
ざ
ま
れ
て
い
る
こ
と
。
最

初
の
出
来
が
今
ひ
と
つ
で
も
、
１

ホ
ー
ル
ご
と
に
気
持
ち
を
切
り
替

え
て
プ
レ
イ
で
き
る
ん
で
す
。

改
善
点
を
踏
ま
え
て
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
し
て
、「
さ
っ
き
よ
り
上
達

し
て
る
！
」
っ
て
実
感
で
き
る
の

が
嬉
し
い
。

専
攻
は
ド
イ
ツ
語

世
界
史
で
ナ
チ
ス
や
ヒ
ト
ラ
ー

に
つ
い
て
学
び
、
収
容
所
の
資
料

を
見
て
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

人
間
が
ど
う
し
て
こ
こ
ま
で
恐
ろ

し
い
こ
と
が
出
来
る
の
か
と
。
背

景
に
は
ど
う
い
う
歴
史
や
文
化
が

あ
っ
た
の
か
と
。
興
味
が
高
じ
て
、

大
学
で
は
ド
イ
ツ
語
を
専
攻
し
ま

し
た
。

就
職
活
動
で
忙
し
い
毎
日
で
す

が
、
在
学
中
に
好
き
な
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
行
き
ゴ
ル
フ
を
し
た
い
と
計

画
中
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
ア
ル

バ
イ
ト
も
頑
張
ら
な
い
と
。

取
材
に
て

か
わ
い
ら
し
い
だ
け
で
な
く
一

緒
に
ゴ
ル
フ
に
行
っ
て
く
れ
る
、

歴
史
の
話
も
で
き
る
。
ま
さ
に
理

想
の
娘
さ
ん
な
の
で
は
？

▲ゴルフ仲間と一緒に

和
子
さ
ん
（
７２
）
は
、
三
年
前
に
パ
ー
ト

ナ
ー
を
失
い
、
一
人
で
生
き
て
い
く
こ
と
が

こ
ん
な
に
も
寂
し
い
も
の
か
と
、
つ
く
づ
く

感
じ
入
る
日
々
を
送
っ
て
い
た
。
古
希
を
過

ぎ
る
頃
か
ら
は
、
半
生
を
振
り
返
る
こ
と
も

多
く
な
っ
た
。

１
９
６
８
年
東
欧
へ
の
留
学
中
『
プ
ラ
ハ

の
春
』
を
経
験
し
、
キ
ャ
タ
ピ
ラ
に
よ
り
人

権
が
踏
み
に
じ
ら
れ
る
弾
圧
を
目
の
当
た
り

に
し
た
。
こ
の
ま
ま
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
人

に
帰
化
し
、
後
に
夫
と
な
る
ノ
イ
マ
ン
と
共

に
闘
う
こ
と
も
や
ぶ
さ
か
で
は
な
か
っ
た
が
、

彼
と
日
本
に
帰
国
す
る
道
を
選
ん
だ
。

ノ
イ
マ
ン
と
は
夫
婦
と
い
う
よ
り
は
闘
い

を
共
に
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
の
よ
う
で
あ
り
、

互
い
に
納
得
が
い
か
な
け
れ
ば
空
が
白
々
と

明
る
く
な
る
ま
で
論
争
す
る
こ
と
も
常
で
あ

っ
た
。
そ
ん
な
夫
を
失
っ
て
か
ら
は
、
た
だ

空
虚
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
和
子
さ
ん
の
心
の
中
で

く
す
ぶ
っ
て
い
た
残
り
火
が
、
音
を
た
て
て

大
き
な
炎
に
燃
え
上
が
る
の
を
感
じ
た
。

「
フ
ク
シ
マ
原
発
事
故

行
動
隊
６０
歳
以

上
の
技
術
経
験
者
募
集
」

和
子
さ
ん
は
す
ぐ
に
主
催
者
に
幾
本
も
の

メ
ー
ル
を
送
っ
た
が
、「
女
性
は
ご
遠
慮
願
い

た
い
。」
の
返
事
が
来
る
だ
け
だ
っ
た
。
こ
れ

で
は
ら
ち
が
あ
か
な
い
と
悟
っ
た
彼
女
は
、

日
時
を
指
定
し
て
直
談
判
に
向
か
っ
た
。
顔

を
合
わ
す
な
り
、「
生
き
る
た
め
の
闘
い
を
す

る
の
は
私
た
ち
女
性
の
仕
事
。
フ
ク
シ
マ
で

も
女
性
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
は
あ
る
は
ず

よ
。」

〜
い
く
つ
に
な
っ
て
も
男
と
女
〜

き
ら
め
き
の
風
景

〜
い
く
つ
に
な
っ
て
も
男
と
女
〜

第
２４
話

リ
タ
イ
ア
ー
ド

欧米では、現役を引退した世
代は空いた時間を活かしボラン
ティアなど活動をする人が多く、
尊敬の意を込めて「リタイアー
ド」と呼ばれているそうじゃ。
日本のリタイアードも、欧米

に負けておらんぞ。今回の△タ
イムは、5月19日の中日新聞朝
刊に出ていた記事をモデルとさ
せてもらった。実際に呼びかけ
た活動隊には約130人の志願が
あったそうじゃ。日本の成長を
支えてきた世代、
さすがに頼もしいな！

△T imeからひとつまみ

町内にお住まいの
20代の皆さんがリレーで登場！vol.204



〇
月
×
日

踊
る
の
が
好
き
な
明
依

ち
ゃ
ん
。
お
兄
ち
ゃ
ん
や
お
母
さ
ん

に
『
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
体
操
』
を
歌
っ

て
も
ら
っ
て
は
楽
し
そ
う
に
踊
る
♪

朋
宜
は
歌
う
の
が
好
き
で
、
よ
く

適
当
な
歌
詞
で
自
作
の
歌
を
歌
い
だ

す
。
明
依
ち
ゃ
ん
は
そ
の
歌
に
い
つ

も
笑
い
転
げ
て
い
る
。

い
つ
も
笑
っ
て
る
２
人
を
見
て
い

る
だ
け
で
、
こ
っ
ち
も
笑
え
て
き
ち

ゃ
う
よ
♪

〇
月
×
日

最
近
幼
児
用
の
包
丁
で
、

ハ
ム
や
ゆ
で
卵
を
切
る
の
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
よ
う
に
な
っ
た
朋
宜
。

明
依
ち
ゃ
ん
は
、
お
な
か
が
空
い

て
く
る
と
、
自
分
の
ス
プ
ー
ン
・
フ

ォ
ー
ク
・
エ
プ
ロ
ン
を
用
意
し
、
ち

ゃ
っ
か
り
イ
ス
に
座
っ
て
待
っ
て
い

る
。
２
人
と
も
食
い
し
ん
坊
サ
ン
！

た
く
さ
ん
食
べ
て
元
気
に
育
っ
て

ね
！

〇
月
×
日

夜
寝
て
い
る
と
き
同
じ

寝
姿
の
と
き
が
多
い
２
人
。
う
つ
伏

せ
に
な
っ
て
、
お
尻
を
上
げ
て
寝
て

い
る
２
人
の
姿
に
癒
さ
れ
ま
す
♪

天
文
館
の
巨
大
な
望
遠
鏡
で
、
初
め
て
土
星

を
見
ま
し
た
。
ち
っ
ち
ゃ
く
輝
く
土
星
に
感
激
。

普
段
は
息
子
の
望
遠
鏡
で
月
を
見
て
毎
回
感
動

し
て
い
ま
す
。

（
か
こ
）

夏
で
す
ね
。
化
粧
を
落
と
し
、
汗
を
ダ
ラ
ダ

ラ
か
き
な
が
ら
タ
イ
産
の
激
辛
イ
ン
ス
タ
ン
ト

ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
る
の
が
、
こ
の
季
節
の
さ
さ

や
か
な
楽
し
み
で
す
。
夫
は
嫌
そ
う
で
す
。

（
た
か
）

節
電
対
策
で
、
窓
に
貼
る
紫
外
線
カ
ッ
ト
フ

ィ
ル
ム
シ
ー
ト
を
購
入
し
ま
し
た
。
簡
単
に
貼

れ
る
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
が
、
空
気
が
入
っ

て
し
ま
い
意
外
と
難
し
い
作
業
で
し
た
。

（
た
ー
ぼ
ー
）

地域振興課 蘂95-1111 内線117 薨95-1030
大口町ホームページ http://www.town.oguchi.aichi.jp/
Ｅメールアドレス info@town.oguchi.lg.jp

人 口 計 22,209人 男性 11,290人（前月比 ± 0人）
（6月1日現在） 女性 10,919人（前月比 ＋13人）
世帯数 7,914世帯（前月比 ＋1世帯）
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は
じ
め
ま
し
て
。
平
成
２３
年
１
月

２２
日
生
ま
れ
の
森
優
月
で
す
。
生
ま

れ
た
と
き
の
体
重
は
標
準
だ
っ
た
け

ど
、
今
で
は
お
っ
ぱ
い
を
い
っ
ぱ
い

飲
ん
で
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
ポ
チ
ャ
ポ
チ

ャ
な
女
の
子
。
ず
っ
と
頑
張
っ
て
い

た
寝
返
り
が
４
か
月
に
入
っ
て
、
遂

に
で
き
る
よ
う
に
！

パ
パ
も
マ
マ

も
嬉
し
く
て
涙
が
出
ち
ゃ
っ
た
ヨ
。

昼
間
は
マ
マ
と
お
散
歩
に
行
っ
た

り
遊
ん
だ
り
し
て
、
夜
は
パ
パ
と
お

風
呂
に
入
っ
て
一
緒
に
寝
ん
ね
し
ま

す
。
み
ん
な
ゆ
づ
ち
ゃ
ん
の
こ
と
が

大
好
き
で
す
。

ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
は
、
パ
パ
・
マ
マ

の
一
番
の
癒
し
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

可
愛
い
笑
顔
で
、
た
く
さ
ん
の
人
た

ち
に
幸
せ
を
届
け
て
あ
げ
て
ネ
。

は
じ
め
ま
し
て
。
平
成
２３
年
１
月

１９
日
生
ま
れ
の
桃
花
で
す
。

毎
朝
お
は
よ
う
っ
て
声
を
か
け
る

と
、
手
足
を
バ
タ
バ
タ
さ
せ
て
と
び

っ
き
り
の
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
し
て
く

れ
ま
す
。

最
近
は
自
分
の
足
を
持
っ
て
ユ
ラ

ユ
ラ
体
を
動
か
し
て
遊
ぶ
の
が
上

手
。
音
楽
に
合
わ
せ
て
ア
ウ
ア
ウ
と

歌
っ
た
り
、
姿
が
見
え
な
く
な
る
と

大
き
な
声
で
キ
ャ
ー
っ
と
言
っ
て
呼

ん
だ
り
、
と
っ
て
も
元
気
で
す
。
お

風
呂
も
大
好
き
で
湯
船
の
中
で
は
手

を
パ
シ
ャ
パ
シ
ャ
動
か
し
て
パ
パ
の

顔
に
水
を
か
け
て
楽
し
ん
で
ま
す
。

毎
日
色
ん
な
変
化
を
し
て
い
く
桃

花
を
見
る
の
が
パ
パ
と
マ
マ
の
楽
し

み
で
す
。
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かきもと ももか ちゃん もり ゆづき ちゃん

（
下
小
口
）お

父
さ
ん

柿
本

光
洋

お
母
さ
ん

万
里
子

（
秋
田
）お

父
さ
ん

森

崇
文

お
母
さ
ん

直
美

宮
田

美
紀
さ
ん

朋
宜
く
ん

Ｈ
１８
・
９
・
１３
生

明
依
ち
ゃ
ん

Ｈ
２１
・
１０
・
１９
生

河北

vol.208
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